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文

玄界灘に面した福岡市は、豊かな自然環境と歴史的な遺産に恵まれています。しかし、近年の福岡

市は著しい都市化によってその姿を変貌しつつあります。

早良平野は大陸との交流の中で古くから栄え、そのために遺跡も多く存在している地域ですが、都

市の市街地化の拡大と共にこの地域も都市基盤の整備がすすめられ、これに伴い埋蔵文化財の発掘調

査も増加しているところです。

福岡市教育委員会では、この地域における各種の開発事業に伴い、失なわれゆく埋蔵文化財の保存

と保護措置に努めているところです。

本書は昭和57年・58年度に発掘調査を行った有田遺跡第74．77・78次調査の成果について報告する

ものです。これらの調査地点は「有田・小田部」と呼ばれる台地上に立地しており、旧石器時代から

江戸時代までの遺構・遺物を発見することができました。なかでも経文時代晩期の環濠やその出土遺

物は早良平野における稲作の始まりの時期を知る重要な手懸かりになるものと考えられます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活用項けれ

ば幸いに存じます。

平成8年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　　剛



例

（1）本書は福岡市早良区有田・小田部・南庄地域内における住宅開発に伴い、福岡市教育委員会が昭

和57・58年度の2ヶ年において国庫補助を得て実施した緊急発掘調査報告書である。

（2）本書には昭和57年度の第74次調査、昭和58年度の第77・78次調査について収録する。

（3）本書では有田・小田部台地上の遺跡を一連のものと見倣し、広義の有田遺跡と呼称する。

（4）発掘調査は井揮洋一、松村道博が担当した。

（5）本書に掲載した遺構実測は、第74次調査を井澤、松村、渡辺武子、清原ユリ子が、第77・78次調

査を井澤、松村、谷沢仁、辻哲也、清原が行った。

（6）本書に掲載した遺物実測は、牛房綾子、池田孝弘、田中昭子、吉永祐美子が行った。石器、陶磁

器については器械実測を行った。第74次調査は康等香が行い、第77次調査は麿等、吉田扶肴子が担

当した。

（7）遺構．遺物の製図は主に牛房、康等が行い、石器の製図の一部を井澤が担当した。

（8）遺構の写真撮影は井澤、松村が分担して行い、遺物の撮影は牛房が行った。

（9）本書に掲載する遺構一覧表は池田、牛房が、遺物の一覧表は井揮、三浦明子が作成した。

（10）本書作成にあたっては福田小菊、多田映子、西口キミ子、吉田扶肴子、池田洋子の協力を得た。

（11）遺構番号は発掘調査中に於いて検出した順に番号をふり、本書では遺構略号を遺構番号の頭に付

けた。遺構の略号として用いたのはSC（住居跡）、SE（井戸）、SK（土壌）、SU（貯蔵穴）、SX（構

築物）、SB（掘立柱建物）、SA（柵）、SP（小穴）である。

（1②　本書の遺物旛号は遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図・図版番号に一致させている。

（咽　本書に用いた方位は磁北である。

（1㊨　本報告にかかわる図面・写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵．保

管される予定である。

（19　本書の執筆は井澤が担当し、編集は牛房の協力のもと井樺が行った。
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第1章　はじめに

1・調査に至る経過

福岡市は、昭和50年までに1市30町村が合併した都市で、面積は約336・81k㎡を測る。平野部は大き

く分けると福岡平野と早良平野からなっている。有田・小田部地区は福岡市の西部に広がる早良平野

のほぼ中央部に位置し、台地上の面積は約70万m2を測る。この地域はかつては福岡市近郊の農村地帯

であった。昭和47年に政令指定都市に福岡市が指定された以降、九州経済の中核都市としてめざまし

く発展すると共に、人口の集中にしたがって福岡市の西部地域は道路網の整備や地下鉄の開通によっ

て、住宅化が著しく進められているところである。有田．小田部地区も同様に過日の田園・畑作地域

の面影はなく、現在では高層アパートが樹立している。

福岡市教育委員会では、昭和50年より有田・小田部地区のこれらの開発に対処し、発掘調査を実施

しており、平成6年度現在までに177件を数える。多くは個人専用住宅であったが、近年は学校建設、

市営住宅の改築などの公共事業や大型の民間開発事業も含まれている。本書では個人専用住宅及び、

店舗付住宅など国庫補助の対象事業として発掘調査を実施した昭和57年度の第74次調査、昭和58年度

の第77次・第78次調査の成果を報告するものである。

2・発掘調査組織

（1）昭和57年度の調査組織（第74次調査）

調査主体　福岡市教育委員会

調査担当　福岡市教育委員会文化部文化課埋蔵文化財第2係

調査責任　文化部文化課課長　　生田征生

埋蔵文化財第2係長　折尾学

発掘担当　井澤洋一、松村道博

庶務担当　岡嶋洋一

調　査　員　山口勝己、池野尚昭、谷沢仁（現　佐賀県大和町教育委員会）、辻哲也（別府大学）

調査協力者　松尾和雄、岩城庄助、山下敏、結城茂巳、高浜謙一、渡辺武子、松井フユ子、佐藤

テル子、金子由哩子、清原ユリ子、真子昌子、西尾たっよ、松尾玲子、柴田幸子、

土斐崎初栄、圧野崎ヒデ子、圧野崎チタカ、末松信子、砥綿千江子、堀川ヒロ子、

中村千里、伊庭秀子、坂田まさ子、平井和子、後藤ミサヲ、柴田勝子、柴田春代、

緒方マサヨ、山田悦子、筒井ひとみ、新香代里、久保順子、山田晶子

安部宏、明野隆、安達昌利、池田孝弘、堺裕明、前田次郎、安岡洋二、西島健一、

前田乱、松江宏文、萩原陽一郎、江見尚美、緒方肴、北川智穂美（以上西南学院大

学）

西南学院大学郷土史研究会

資料整理　宮嶋成昭、松尾正直、原秋代、青柳米子、石橋千恵、内尾上ミ子、仲前智江子、永

井和子、落合弥生、久保順子、池田洋子、山下仁美、当房純子、深堀博子
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（2）昭和58年度の調査組織（第77次・第78次調査）

調査主体　福岡市教育委員会

調査担当　福岡市教育委員会文化部文化課埋蔵文化財第2係

調査責任　文化部文化課課長　　生田征生

埋蔵文化財第2係長　折尾学

庶務担当　岡嶋洋一

調査担当　井澤洋一、松村道博

調　査　員　谷沢仁（現　佐賀県大和町教育委員会）、辻哲也（別府大学）

調査協力者　松尾和雄、其子康次郎、高浜謙一、結城茂巳、座親秀文、西原達也、海田龍生、武

田秀司、合屋龍介、松尾正明、下野敏夫、伊庭秀子、緒方マサヨ、金子由利子、清

原ユリ子、坂口フミ子、佐藤テル子、柴田勝子、柴田幸子、柴田春代、柴田タツ子、

庄野崎ヒデ子、土斐崎初枝、砥綿千江子、西尾たつよ、平井和子、堀川ヒロ子、松

井フユ子、松井邦子、松尾玲子、有富いつ子、米鳴チズヨ、日野良子、末松信子、

中村千里、後藤ミサヲ、吉岡田鶴子、宮原邦江、砥上志華子、木村伸子、吉田祝子、

原花千代、江口洋子、合屋文子、坂田まさ子、結城律子、渡辺武子、森みえ子、浜

口由美子、川口初、川田久子、吉川タエ、佐藤ヒサエ、島田まり子

西南学院大学歴史探求会

資料整理　原秋代、池田洋子、深堀博子、元田明子、内尾上ミ子、仲前智江子、永井和子、友

田妙子、小江芙美子、大田けい子、久門みちよ、山下仁美

（3）平成7年度資料整理

整理主体　福岡市教育委員会

庶務担当r　埋蔵文化財課第1係　内野保基

整理報告　福岡市博物館学芸課主査　井澤洋一（前職　埋蔵文化財課）

調　査　員　池田孝弘、牛房綾子、唐等香、吉田扶肴子

作　業　員　多田映子、西口キミ子、福田小菊、田中昭子、三浦明子
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（有田第74次調査）

遺 跡調 査 番 号 82 1 5 遺　 跡　 略　 号 A R T － 74

地　　　　 番 有 田 2 丁 目 7 － 80 分 布 地 図番 号 原 82

開　 発　 面　 積 1 ，15 6 m 2 調 査 対 象面 積 1 ，15 6 m 2 調　 査　 面　 積 ． 1 ，010 m 2
調　 査　 期　 間 昭和 57年 10 月 12 日～12月 3 1 日

（有田第77次調査）

遺 跡調 査 番 号 83 0 5 遺　 跡　 略　 号 A R T － 77

地　　　　 番 有 田 1 丁 目30 － 1 － 3 分 布 地 図番 号 原82

開　 発　 面　 積 1 ，70 3 m 2 調 査 対 象面 積 1 ，70 3 ㎡ 調　 査　 面　 積 1 ，70 3 ㎡
調　 査　 期　 間 昭和 58年 4 月 8 日～ 6 月 20 日

（有田第78次調査）

遺跡 調 査 番 号 83 1 6 遺　 跡　 略　 号 A R T － 78

地　　　　 番 有 田 2 丁／目20 － 2 分 布 地 図 番 号 原82

開　 発　 面　 積 41 1 m 2 調 査 対象 面 積 4 1 1 m 2 調　 査　 面　 積 39 8 m 2

調　 査　 期　 間 昭和 58年 5 月 23 日～ 7 月 21 日
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有

1・西新町遺跡　2．藤崎遺跡　3・原遺跡　4．原談儀遺跡　5・飯倉遺跡

6．飯倉原遺跡　7・干隈遺跡　8．鶴町遺跡　9．原深町遺跡10．有田七田前遺跡11．橋本榎田遺跡

Fig．1有田・小田部周辺の遺跡（縮尺1／25，000）
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有田．小田部周辺航空写真（昭和21年米軍撮影）
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有田・小田部周辺航空写真（昭和50年撮影）
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第2章　有田・小田部の歴史

1・立地・歴史的環境

有田．小田部の立地環境及び、歴史的環境については、既刊の報告書の中で詳細に述べられている

ので、これらの報告書を参照されたい。ここでは、発掘調査に関連する有田・小田部地区の歴史的事

項を「筑前国緯風土記拾遺」「早良郡志」の文献より転記した。

2．文献資料

軍　票　歪笠纂漂纂麦笛企若葉豪富　琶　砦‡芝法崇妄盲豊若　頭
在蜜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に教　　　　　　　　　　　　　　　　　則

章等果　1葦　第
后　　　に飯

有盛

粟　確

書付穣

し三軍2書芸甕葺紺葺書章彗11歪章詔吉美墓葺聾葺志望
嬢ね部　五基　は　で宮　O　は　言方で境十不示土」　　。所　し　其ふ　　多
を　て　字　坪　は　’あ　城境’ひ　に　あ　内　三合　は　　　　　　あ　○連。　万

里至芸奇豊吉晶と宮古空言冒冒芸等妄　　　り嬢に堀　等
る　も　と　て　正字　徒字七部　て　歩’原　明　あ　田　　　　　　　　　　　　　　末
者銘謂　’と　馬　久末十字　居許小紳治　る　字　　　　　　　　　　　　　　也
所　の　ふ　檀　い　場　十屋九宮　る　り　田　示土五。馬　　　　　　　　　　　　　　。
願見所　徒ふ　に　戸敷坪城　。の部　は　年例場　　　　　　　　　　　　　　関
す　る　に　は　も　あ　。と　堂　に　　　宮氏’十祭　に　　　　　　　　　　　　　　基
れべ’三’っ　　　に　字　あ　　　田　の　明　一　は　あ　　　　　　　　　　　　　　の

蒜孟雷宝育て　雪竿冒　芸等苧空音冒　　　　　　　管　　と

蓋翠等焉曇「窒重要轟き重　　要　羞
詣里云　　　い　し　　　十’壙　　’た　十定て　依．　　　　　　　　　　　　。　　　　　に

菱合志　盛芸　望きよ　簑警莫芝調登　、　　　志
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第3革
一．▲

有田遺跡第74次調査

溝SD15発掘作業風景（東から）
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西側調査区全景（北から）

東側調査区全景（北西から）
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第3章　第74次調査（調査番号8215）

1．地形と概要

（1）立地

当該地は福岡高平良区有田2丁目7－80に所在し、発掘調査面積は1，010㎡である。

有田．小田部台地の南東側斜面に立地し、台地の東側は金屑川によって開削されている。段丘上の

平坦地形を形成しており、当該地の平面形は略方形の形状を呈している。西側の後背地との落差は約

2・5mを測る。遺構の遺存度は、西側は建物の基礎等が存在したため削平が著しいが、東側は旧地形の

緩傾斜が残っているため比較的良好であった。遺構の時期は、弥生時代から近世までに亘るが、弥生

時代と中世後半期の遺構を主体としている。当該地の北東側には、第65次調査を実施しており、ここ

では標高4．5mにおいて遺構を検出している。当該地の現状での標高は7．5mを測る。当該地の東側から

西側の縁辺部には水路が開削されているが、これが旧金屑川の河川跡と考えられる。又、伝承に残る

戦国時代の濠であった「鬼丸ホゲ」もこれに相当するものである。

今回の発掘調査は住宅建設に伴うものであるが、調査期間が限られていたため、表土・排土の処理

については一部を敷地外へ搬出して調査の迅速化を測った。

（2）概要

遺構面は標高約7・2～6．9mを測る。西側後背地の標高は9．0mを測り、当該地との間には1．5mの段差

Fig．5　第74次調査地点位置図（縮尺1／600）
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P lOm

Fig・6　第74次調査遺構配置図（縮尺1／200）
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S L＝7．746m N

調査区西壁土層名称
1・表土及び捜乱

2．時茶褐色粘質土　褐色土少し合一む。硬い
3．茶灰色粘質土

7．青灰色砂質土（地山）
8．時灰褐色粘質土　八女粘土ブロック含む
9・暗灰色粘質土
10．3に八女粘土ブロック少量含む

4．灰色粘質土に茶褐色土（鉄分粒子）と八女粘土ブロック含む11．淡茶灰色粘質土　八女粘土ブロック多量含む
5．4より暗い　八女粘土ブロック少量含む　　　　　　　　12．黒灰色粘質土
6．灰色粘質土　八女粘土ブロック含む
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調査区南壁土層名称
1．表土及び擾乱
2．暗茶褐色粘質土
3．2に褐色土少量含む。硬い
4．茶灰色粘質土

7．青灰色砂質土（地山）

8・茶灰色土
9．暗茶褐色土

14．13に黄褐色粘質土ブロック少量含む
15．やや暗い黒灰色粘質土
16．真砂

10．黒灰色粘質土　黄褐色粘質土ブロック含む°硬い　17．黒灰色土
11．10に地山ブロック含む　　　　　　　　　　　　　　18．時灰色粘土

5．灰色粘質土に茶褐色土（鉄分粒子）と八女粘土ブロック含む12．茶色を帯びた黒灰色粘質土
6．5より暗い　八女粘土ブロック少量含む　　　　　　　13．暗灰色粘質土に黄褐色粘質土ブロック含む

Fig．7　第74次調査区周壁土層実測図（縮尺1／80）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m



住居跡SC01・03（西から）

住居跡SC01（西から）
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がある。当該地の旧状は住宅地であるが、西側に片寄って建てられており、コンクリート基礎が遺存

している。このため、当該地の西側は地山掘削による著しい削平を受けて、八女粘土が露呈している。

遺構の残りは悪い。東側半分については所々に大きなゴミ穴が存在するものの、旧地形が緩傾斜面で

あったため、遺構の残りは良い。

表土の深さはFig・7で示したように西側が1・2m、東側は35－50cmの厚さがある。第1層は、表土及

び授乱土であるが、東側は厚さ40－120cmの真砂土の客土がある。第2．3層の暗茶褐色粘質土層は二

次的な自然堆積土である。第12層の黒灰色粘質土、第13層の暗灰色粘質土は東側の濠跡（鬼丸ホゲ）

の埋土である。

検出した遺構の時期は、弥生時代から近世までの幅をもっている。弥生時代は住居跡、掘立柱建物、

溝、井戸、古墳時代は土壌、住居跡、奈良時代は製鉄遺構、室町時代は井戸、掘立柱建物、濠で、近

世は江戸中期の溝がある。

2．遺構・遺物説明

（1）住居跡（SC）

調査区の東側で検出した。遺構面が削平を受けているため住居跡の遺存状態は悪く、周溝部分もし

くは住居跡の一部が遺存している状態であったため検出は困難をきわめた。

遺構面の精査を行ったところ3軒の住居跡を検出した。但し、炉跡や焼土面は検出できなかった。

又、柱穴は住居跡SCOlを除いて、いずれが所属するのか判断ができなかった。SCOl．03は切り合い関

係にあるが、方形住居跡のSC03が後出するものと考えられる。

SCO1（Fig・8）　削平が著しいため全体形は不明であるが、平面形は円形を呈するものと考えられ

る。SC03から切られている。壁の遺存状態は悪く、約半周する周溝を残しているにすぎない。周溝の

幅は15－25cm、深さ約7cmである。周溝の復原径は約5・5mを測るO柱穴は多数検出したが、この内環

状に巡るP495・P736が住居跡の柱穴に相当するものと考えられる。柱穴の径は長径60～68cm、短径58～60

cm、深さ52cm、桂根径16－18cmを測る。周溝の覆土は灰黒色粘質土である。覆土からは弥生時代の土

器細片が出土した。

SCO2（Fig．8）調査区西側の境界地に位置するため全体形は不明であるが、平面形は隅丸長方形を

呈するものと考えられる。削平が著しく壁の遺存状態は悪い。現状の長さは、東壁で最大長は5・85m、

北壁の最大長は1・1m、南壁の最大長は1．65mである。周溝幅は25－35cm、深さ約10cmを測る。柱穴は

検出できなかった。周溝の覆土は灰黒色粘質土である。

SCO3（Fig・8）調査区東側の傾斜地に位置する。削平が著しいため全体形は不明であるが、周溝の

一部が矩形に遺存している。平面形は隅丸長方形を呈するものと考えられる。SC01を切っている。現

状の北西壁の最大長は約3m、南西壁の壁の最大長は2・3m、周溝の幅は7－12cm、深さ3～5cmを測

る。柱穴は不明である。周溝の覆土は灰黒色粘質土である。土師器片が出土している。

（2）井戸（SE）

井戸の構造としては若干疑問の残る1基を含め、全部で6基を検出した。弥生時代の井戸は1基、

古墳時代1基、戦国時代2基、戦国時代～江戸時代1基、現代の井戸1基である。

SE04・08は調査区の境界にあるため、全体形状は不明である。
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Fig．8　住居跡SCOl～03実測図（縮尺1／80）

Tab．1　第74次調査住居跡一覧表

遺構 名 形態
計測値 （cm ） ベ ッ ド状遺構 火気施設 （竃等）

出 土 遺 物 時　 代 備　　　　　 考
長 幅 壁高 さ 有無 規　 模 有無 位　 置

S C 01 円　 形 560 × × な　　　 し 周溝有 り

S C 02 長方形 585 165＋α × × な　　　 し 周溝有 り　 1

S C d3 長方形 350＋α 230＋α × × な　　　 し 周溝有 り、S D 03

SEOl（Fig・10）　調査区東側の緩斜面に位置している。掘立柱建物SB07と切り合う。素掘りの井戸

で、平面形は上面が不整楕円形、底は不整の隅丸長方形を呈し、断面形は2段掘りになっており、上

部は逆悌形、下部は裁頭円錐形を呈している。井戸上面での最長径は2・9m、短径2・45m、深さは1m

を測る。井戸鹿部は平坦になっており、厚さ約2mの青灰色粘土が貼られている。

－18－



0　　　　　　　　　　　　　　10m

Fig．9　第74次調査井戸配置図（縮尺1／300）

井戸の覆土は暗い茶褐色粘質土と灰色粘質土を主体としている。第1～4層までは明らかに埋めた

土層をなす。又、それより以下の第30層までは、褐色土や八女粘土を含む層が多く、これらも又、意

図的に埋められた層と考えられる。木製臼直上の第31層以下はヘドロ状の堆積層である。又、1層の

下には第12層の炭化物層が存在する。この炭化物層は井戸祭祀の跡と考えられる。井戸覆土からは、

土師器、須恵器、李朝陶器、瓦質土器、瓦等が出土しているが、量は少ない。しかし、井戸底からは、

木製杵・臼・桶材が出土した。

ここで特徴的なことには、臼・杵が横倒しの状態で井戸底に納められており、これらを固定するか

のように玄武岩の板石や礫が押さえとして置かれていたことである。又、臼の中や底付近にも礫が詰

めてあった。更にこの日の3隅には桶の側板が1本ずつ立てられており、桶の底板は杵と共に臼の側

に置かれていた。臼の外側には臼上部に巻きついた3本ほどの繊維質が確認できたが臼を安置する際

に用いた植物質の紐と考えられる。

SEO2（Fig．11）調査区の北側に位置している。上部は撹乱やトレンチにより削平を受け、八女粘土

が表出している。素掘りの井戸で、井戸の平面形は、上面が不整楕円形、下面は円形を呈している。

断面形は裁頭円錐形を呈しているが、上部は2段掘りになっている。井戸上面での最大径は1．45m、深

さは2・0mを測る。井戸の鹿部は平坦である。井戸の覆土は、真黒色粘質土に径5cmぐらいのの白色八

女粘土ブロックを多く含んだ土層を主体とする。この層は大きな変化はなく、間層に砂層が存在する

ことやブロック土の落ち込み状態などで数層に分離することが可能である。又、上面から深さ40－60
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井戸SE01（西から）

井戸SE01内遺物出土状態（東から）
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井 戸 S E O l 土 層 状 態 　 （ 南 か ら ）

井 戸 S E 0 1 遺 物 出 土 状 態 　 （ 南 か ら ）

井 戸 S E 0 1 遺 物 出 土 状 態 　 （ 西 か ら ）

井 戸 S E 0 1 日 内 部 の 状 態 　 （ 南 か ら ）



井 戸 S E 0 1 桶 底 板 出 土 状 態 　 （ 西 か ら ）

井 戸 S E 0 1 桶 側 板 出 土 状 態 　 （ 東 か ら ）

井 戸 S E 0 1 杵 出 土 状 態 　 （ 東 か ら ）

井 戸 S E 0 1 遺 物 出 土 状 態 　 （ 南 か ら ）
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cmにおいてレンズ状に堆

積した砂層があり、更に、

深さ150cm前後には摺鉢

状態に落ち込んだ粘土ブ

ロックの層がある。井戸

の中位から鹿部までの間

に、壷や甕の完形品や木

製品が埋置されており、

水神祭りの状況を示して

いる。井戸の中位・下位・

鹿部の3ヶ所から弥生土

器の完形品が出土してい

る。

SEO3（Fig．12）調査区

の東側に位置している。

大きな撹乱壙のため上部

は著しく削平されている

素掘りの井戸で、井戸の

平面形は、上面と底面と

もに楕円形を、断面形は

円筒状を呈している。

井戸上面での最大径は

75cm、深さは77cmを測る。

井戸の鹿部は平坦である

が、底には径8－25cm程

度の礫を用いて約30cmの

厚さに充填している。井

戸の覆土は暗い茶褐色粘

質土を主体としている。

この礫内から宝匪印塔片、

石臼片が出土している。

他に土器の出土はない。

SEO4（Fig．13）調査区

の南側境界地に位置して

いるため全体の形状は不

明である。上部は削平を

受け、更に近世の溝や土

壌と切り合うために上部

の形状が著しく変形して

いる。素掘りの井戸で底

－25－

葦
戸

S

E

02

ノ．，一一＼

西
か

ら
）

葦
戸

S

E

02

完
掘
状
態
／一一一＼

西
か

ら
）

葦
戸

S

E

02

遺
物
出
土
状
態
／－．＼

東
か

ら
）





井戸SE02遺物出土状態（西から）

井戸SE02遺物出土状態（南から）

は浅い。井戸上面の平面形は不整楕円形を、断面形は逆悌形を呈しているが、北側側壁は階段状を呈

している。

井戸上面の最大径は4．5m、深さは2．0mを測る。井戸鹿部には直径約52cm、深さ23cmを測る円形の掘

り込みがある。ここに曲物を設置していたものと考えられる。又、北側と西側の壁において、木杭を

3ヶ所検出した。西側の1本は井戸底に打ち込まれているところから、井側が存在したことを想定で

きる。

井戸の覆土は暗い茶褐色粘質土を主体としている′。井戸上面から底までに径10～20cmの礫が投げ込

まれており、特に西側からの礫の流れ込みは、厚く堆積している。これは埋め戻しの際の填圧と考え

られる。井戸底には木桶が横倒しで出土した。

覆土から土師器、須恵器、備前焼鉢、瓦質土器、板碑、砥石、木槌、木桶（結桶）材等が出土している。
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Fig．12　井戸SEO3実測図（縮尺1／40）
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SEO4土層名称
1．表土
2．淡茶褐色粘質土
3．2より少し明るい
4．茶褐色粘質土に灰白色八女粘土ブロック混入
5．茶褐色粘質土と八女粘土の混合土
6・八女粘土層に淡茶褐色粘質土混入

7．茶褐色粘質土に八女粘土ブロック砂層混入
8・淡灰褐色粘質土
9．灰褐色砂質土

10．暗灰色粘質土
11．10（鉄分沈殿層）
12．黒灰色粘質土
13．黄白色砂層

L＝7．768m

14．青灰色砂層
15．灰褐色粘質土
16．灰褐色～暗灰色砂質土
17．灰白色粘質土に黄白色粘土ブロック混入
18　3に木炭含む
19暗灰色粘土
20．灰白色砂層
21．茶褐色粘質土
22．暗灰色砂質土
23．八女粘土と灰褐色土の混合土
24・23より粘土が多い
25．暗茶灰色粘土
26・淡黄灰色砂層

Fig・13　井戸SEO4実測図（縮尺1／40）
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井 戸 S E 0 4 完 掘 状 態 　 （ 北 か ら ） 井 戸 S E 0 4 木 杭 出 土 状 態 　 （ 東 か ら ）

井 戸 S E 0 4 桶 槌 出 土 状 態 　 （ 南 か ら ）井 戸 S E 0 4 土 層 状 態 　 （ 北 か ら ）



井 戸 S E 0 4 桶 ． 槌 出 土 状 態 　 （ 北 か

井 戸 S E O 8 土 層 状 態 　 （ 北 か ら ）

井 戸 S E 0 4 桶 出 土 状 態 　 （ 東 か ら ）

井 戸 S E 0 8 遺 物 出 土 状 態 　 （ 北 か ら ）
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SEO8土層名称
1．茶灰色士
2．晴茶褐色上
3　黒灰色粘賛土に厳褐色粘性土ブロック含む
4．3に地内ブロックを含む

黒灰色粘質上　やや茶色っぽい
暗灰色粘質土に麒褐色粘質上ブロックを含む
6に黄褐色粘質上ブロックを少品含む
茶褐色粘質上
3より暗く、プロ／クを含まない

A

＝一同

Fig・14　井戸SEO8実測図（縮尺1／40）

SEO8（Fig・14）調査区の南側に位置しているため、全体形は不明である。上部撹乱のため形状が著

しく変形している。素掘りの井戸で、井戸上面の平面形は不整楕円形を、断面形は逆悌形で、北側は

2段掘りとなっている。井戸上面での最大径は3．3m、深さは0・6mを測る。井戸鹿部は平坦であるが、

中央に径74cmの浅い円形の掘り込みを有している。井戸の覆土は黒褐色粘質土を主体としており、井

戸覆土から土師器、蛸壷、砥石等が出土している。

（3）井戸出土遺物　（Fig．15－24）

SEO1出土遺物（1－10）1は弥生土器の蓋形土器片、2は縄構文の叩きをもった陶質土器である。3

は李朝三島手の碗、4は瓦質土器の摺鉢である。5は平瓦で、内外面ナデ調整である。叩きはみられ

ない。6は砂岩製の砥石である。7－9は木桶の側板（樽）で、いずれも木製臼の三方に立てられて

いたものである。10は同じく木桶の底板で、7～9と組合せのものである。11は木製の杵で、完形品

である。長さ約163cmを測る。12は木製の臼で、ほぼ完形である。胴くびれの臼で、台は台形状に開

く。内底は補修のため木片の寄せ木作りの詰物がしてある。高さ約66．5cm、臼の口径約60cm底径45・5

cmを測る。材はアカマツであろう。その他には、用途不明製品などが出土している。

SEO2出土遺物（13－35）13は井戸中位、14は井戸下位、15・16・21・22は鹿部から出土した。14～19・

21・22は壷型土器で、いずれも平底である。14～17の口縁部は袋状を呈し、14・16の口縁部の袋部は

外面に強い稜を持っている。17の口縁部の袋部は退化傾向があり、21・22では口縁部がわずかに内題

するほどに退化している。22の胴部中位には穿孔がある。13・20は甕で、口縁部は緩やかに外反し、

端部は丸味をもっている。胴部の内外面はへラケズリ状の調整で、タテ方向の強いナデを施している。
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Fig．15　井戸SEOl出土遺物実測図（縮尺1／3・1／10）
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Fig．帽　井戸SEO2出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．17　井戸SEO2出土遺物実測図②（縮尺1／1・1／3）

－36－

10m

、

－川、；－

2　　　　　1　　　　」（1／3）



「遠．－一～ ⊂コここ司。

－
　
王

へ
田
口
日
日
ⅱ

』

⊂＝＝＝＝033

Fig．18　井戸SEO2出土遺物実測図③（縮尺1／3）

23は鉢の鹿部片、24．25は器台片である。26は手堤の小型鉢で、口縁部を小さく外反させている。27

は杓子の把手である。28はサヌカイト製の石鉄で、横長の剥片を用いている。片方のかえしを欠いて

いる。29～35は木製品で、30は紡錘車である。29は上部に握手を付けた棒状製品、31～33は板状製品、

34・35は木杭である。

SEO3出土遺物（36～38）土器は1点も出土していない。36は半欠した砂岩製の茶目の上白で、側面

に挽き木孔がある。上線は幅をもち、くぼみの底は傾斜している。下面は砥石として利用されており、

擦り目は完全に磨滅している。37は粉挽き臼の下目で、多礼質の凝灰岩を用いている。擦り目は6分

割で、主溝6本、副港8本である。38は宝匪印塔の笠の部分であるが、砥石に転用されており、わず

かに3段を残している。砂岩製である。

SEO4出土遺物（39－77）遺物は上層と中層以下からの出土に分けられる。上層からは伊万里染付や

陶器が出土しており、これは切り合い関係にある近世溝のSD10に伴う遺物と考えられる。井戸底から

出土した完形の木桶（結桶）は保管中に紛失した。この桶は厚手で、幅広い側板（樽）で作られてお

り、内側には把手の柄が渡されていた。39は弥生土器の鹿部、42・43・45は須恵器で、42は塚身、43

は蓋である。40は内黒の黒色土器、41・44・47は伊万里焼で、41・44は碗、47はコンニャク版を内底

に押した皿、46は国産陶器の皿である。48は備前焼Ⅴ期の摺鉢、49・50は瓦質土器で、49は鉢、50は

揚釜である。51は輔の羽田片、52は丸瓦片である。53は凹石であるが、片方の側面を砥石に利用して

いる。54は砥石である。53・54．57は砂岩である。55・56は板碑である。55は山形の首部．額部で、

56は塔身上部である。56の梵字はタラ－ク（地蔵菩薩）である。58－77は木製品である。59は木槌で、

柄を失っている。小口両面を損失している。柄を付ける柄穴は、断面が長方形である。60－77は結桶

材で、60・61・63－77は側板（樽）、62は底板である。58は用途不明。61．63－69の側板は、材が幅広

く、厚みをもつことから柄付きの平桶であろう。69の側面中央には横柄を差し込む柄穴の切り込みが

見られる。

SEO8出土遺物（78～82）　78－80は土師器で、78・79は甕、80は高塚である。81は完形の蛸壷で、高

さ8・5cmである。82は泥岩製の砥石である。以上の土器は5世紀代の所産である。
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Fig．19　井戸SE03出土遺物実測図（縮尺1／4）
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Fig．20　井戸SEO4出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．21井戸SEO4出土遺物実測図②（縮尺1／3）
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Fig・22　井戸SEO4出土遺物実測図③（縮尺1／3）

井戸SE04出土遺物
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Fig．23　井戸SEO4出土遺物実測図④（縮尺1／3）
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Fig．24　井戸SEO8出土遺物実測図（縮尺1／3）

（4）土壌（SK）

土壌は7基を検出した。削平や撹乱を受けているため形状が不明な土壌が多い。SK01・07・11の削

平・擬乱は著しい。古墳時代から江戸時代に相当する時期幅をもっている。

SKO4（Fig．25）上面は削平と撹乱を受け、遺存状態は悪い。平面形は不整楕円形を呈し、断面形は

逆梯形状である。現存の長径230cm、短径177cm、底面の長径200cm、短径168cm、深さ40cmを測る。覆

土は黒色粘質土を主体としている。出土遺物は土師器高塚・甕、須恵器片が出土している。

SKO5（Fig・25）上面は削平と撹乱を受けている。平面形は不整隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形

状である。鹿部は更．に摺鉢状に掘り込んでいる。現存長130cm、幅98cm、深さ47cmを測る。内底のPitの

最大径は95cmを測る。覆土は黒色粘質土である。出土遺物は土師器片、鉄棒等が出土している。

SKO7（Fig．25）　上面は削平を受けている。又、溝SDO4、掘立柱建物SBllに切られる。平面形は不

整隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形であるが、底面は起伏がある。現存長430cm、現存幅270cm、深

さ37cmを測る。出土遺物は土師器甕片・甑片、須恵器片、砥石、黒曜石である。

SKlO（Fig．25）　上面は削平と撹乱を受けている。溝SDO8．09と切り合う。平面形は不整長方形を呈

し、断面形は一方に片寄った摺鉢状である。元来は2つの土壌の切り合いと考えられる。現存長170

cm、最大幅400cm、最大の深さ21cmを測る。覆土は暗い褐色粘質土を主体としている。出土遺物は白磁

碗、近世陶磁器片、摺鉢片等がある。

SKll（Fig・25）上面は削平と撹乱を受けている。井戸SE04と切り合う。境界地にあるため全体形は

不明だが、現状の平面形は不整形を、断面形は逆梯形状を呈している。現存長262cm、最大幅100cm、

深さ40cmを測る。覆土は暗い褐色粘質土を主体としている。出土遺物は土師器甕片、土師質土器等が

出土している。

SK12（Fig．26）　調査区北西側の当該地の出入口付近で検出した。上面は削平と撹乱を受けている。
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Fig．25　土壌SKO4・05・07・10・11実測図（縮尺1／40）

－47－



1111日目田口田l田口

－

ll
CD

CD

∋

SK－2土層名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．黄色土の大ブロック
1．黒褐色土（黄色土　赤燈且土大ブロック少量含む）　　　　7．5に青灰色砂貿土の大ブロック含む
2．黒褐色土（黄色土　赤燈色土大ブロック多量に含む）　　　8．黄色土、赤燈色土、黒褐色土の大ブロック混合土
3．黒褐色土（赤燈色土のブロック　明茶褐色のブロック含む）9．8に焉灰色砂質土が子昆入
4．黒褐色土（黄色土　赤燈色土の小ブロック多量に含む）　10．9より黄色土ブロック多量に含む
5．1よr）晴い

Fig．26　土壌SK12実測図（縮尺1／40）
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土壌SK07．12出土遺物
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Fig．27　土壌SKO7・10・12出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．28　土壌SK12出土遺物実測図（縮尺1／4）

平面形は隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形状である。現存長310cm、底面の長さ245cm、最大幅275

cm、深さ77cmを測る。覆土は黒色粘質土と灰色土を主体としている。遺物は中国白磁皿・碗、瓦質土

器の摺鉢と足鍋、板碑、石臼、滑石製品片等が出土している。

（5）土壌出土遺物　（Fig・27・28）

SKO7出土遺物（101－104）101－103は土師器で、101、102は甕片である。101の外面は格子目叩き、
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102の外面は平行叩きを施しており、須恵器の器面調整の手法を用いている。103は甑で、外面に把手

を持つ。内面はタテ方向のへラケズリで、丸底の鹿部には穿孔がある。104は砥石である。こられの遺

物は6世紀代の所産と考えられる。

SK10出土遺物（105・106）105は中国白磁碗Ⅴ類、106は国産陶器の摺鉢で、江戸時代の所産であ

る。

SK12出土遺物（107～110）107、108は瓦質土器で、107は足鍋、108は摺鉢である。109、110は石製

品である。109は板碑の基部で、両面には粗いノミ痕が残る。110は粉挽き臼の下目で、約1／4の残欠で

ある。擦り目は8分割しており、主溝8本、副港4本である。多礼質の凝灰岩を材としている。瓦質

土器は16世紀代の所産である。

（6）製鉄遺構（SX）

調査区東側で、2ヶ所検出した。いずれも上部を削平されており、遺存状態は良好ではない。

SXO3（Fig．29）小Pitに切られている。平面形は不整方形で、断面形は二段掘りになっている。底面

の北側に寄って、径48cm、深さ16cmの小Pitが設けられている。このPitは摺鉢状を呈し、内部には焼

土、炭を含む黒灰色土、黒褐色土が堆積していた。このPitの上部には約10cmの厚さに鉄棒が堆積して

いた。遺物は土師器片、須恵器片、瓦質土器片が出土した。他に近世の陶磁器片が混入している。

SXOG（Fig・29）平面形は不整形のハート形で、断面形は東西が二段掘りの摺鉢状を、南北が逆梯形

状を呈している。中央には径約40cmのPitがあるが、これは2次的な遺構と考えられる。土壌の上位に

は径5～20cm程度の鉄棒が多く散布している。2段目の肩部周辺には10－20cm大の鉄棒が環状に分布

している。下層土層の状態を観察すると、第1・2層はスラッグを多量に含む黒色粘質土層、第3層

は黒色粘質土層に地山ブロックを多く含む層で、焼土等は含まない。第4層は茶灰色粘質土層である。

中央のPitは1段目から其っ直に壁が立っているので、柱穴と考えられる。

E
L。
⊂⊃
ぐつ

。。

ii

」

L＝8・251m

0SXO3土層名称

1．黒灰色粘質土（炭．焼土を含む）
2・暗灰褐色粘質土
3．黒褐色粘質土（地山ブロック含む）

1m
」　　一一一一一　　　　　．　　－　　　　　　　　　　　　　　！

4・暗灰褐色粘質土　SXO3
5．暗灰色粘質土
6．5に炭を少量含む

L＝8．406m

SXO6土層名称
1．黒灰色粘質土（スラッグ等多量に含む）
2．黒灰色粘質土（スラッグ等、地山ブロック含む）
3．2より明るく地山ブロックを多く含む

4．茶灰色粘質土（地山ブロックを含む）

Fig・29　製鉄遺構SX03・06実測図（縮尺1／30）
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製 鉄 遺 構 S X 0 6 　 （ 東 か ら ）
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製 鉄 遺 構 S X 0 6 　 （ 南 西 か ら ）

製 鉄 遺 構 S X 0 6 　 （ 西 か ら ）



（7）製鉄遺構出土遺物

SXO3出土遺物　多量に鉄棒が出土したが、今だ分析は行っていない。土師器、須恵器片、瓦質土器片

の他国産陶磁器が出土している。近世陶磁器は流れ込み資料である。他に鉄釘の破片がある。

（8）掘立柱建物（SB）

調査区の東側にPitの集中地域があり、北東側を中心に掘立柱建物を検出した。SBOl～SB24までの

建物を検出した。その他、柱列が揃うものが、多数存在する。しかし、遺構面の撹乱と削平が著しい

ことや、柱穴の重複の著しいことなどの理由により掘立柱建物の検出については疎漏が多いものと考

えられる。

SBO1（Fig・31）調査区中央部で検出した。梁行1間、桁行2間の規模の掘立柱建物である。主軸方

位をN38。Eに置き、柱間は梁間8・9尺、桁間15．7尺を測る。掘り方は隅丸長方形を呈し、径50－73cm、

深さ18～26cmを測る。桂根径は15－30cmである。柱穴から弥生土器片、土師器高塚片が出土している。

SBO2（Fig．31）調査区中央部で検出した。建物基礎と擾乱により柱穴が削平されており、全形は不

明である。梁行2間、桁行2間の規模の掘立柱建物であるが、南西隅の柱穴が削平されている。主軸

方位をN25。Wに置き、柱間は梁間11．0尺、桁間16・3尺を測る。掘り方は隅丸長方形と考えられるが、

0

1　　　　　　　－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二一

Fig・30　第74次調査掘立柱建物配置図（縮尺1／300）
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削平を受け、ほとんど遺存していない。径20－40cm、深さ6－54cmを測る。柱根径は22～28cmである。

柱穴から土師器、須恵器等が出土している。

SBO3（Fig．31）調査区北側で検出した。撹乱壙と基礎工事のため柱穴を損失しており、全形は不明

である。梁行1間、桁行2間の規模の掘立柱建物であるO主軸方位をN37。Eに置き、柱間は梁間8．9

尺、桁間15尺を測る。掘り方は隅丸長方形を呈し、径47－57cm、深さ10－22cmを測る。桂根径は20cm

である。柱穴から弥生土器片、土師器片が出土している。

SBO4（Fig．31）調査区北東側で検出した。住居跡SCOl・03と切り合い関係にある。染行1間、桁行

1間の規模の掘立柱建物である。主軸方位をN65。Wに置き、柱間は梁間7．3尺、桁間10．6尺を測るO掘

り方は隅丸長方形を呈し、径70－85cm、深さ40－55cmを測る。柱根径は22cmである。柱穴から弥生土

器、土師器が出土している。

SBO5（Fig．31）調査区の北東側で検出した。SBO4建物と切り合っている。染行1間、桁行2間の規

模をもった掘立柱建物である。主軸方位をN27。Eに置き、柱間は染間17・0尺、桁間9・9尺を測る。掘り

方は隅丸長方形を呈し、長径30～73cm、深さ19～54cmを測る。柱根径12－30cmを測る。柱穴から弥生

土器、土師器、須恵器が出土している。

SBO6（Fig・31）調査区の東側で検出した。他の柱穴と切り合い関係が著しい。染行1間、桁行2間

の規模をもった掘立柱建物である。主軸方位をN27。Wに置き、柱間は染間8．6尺、桁間15．2尺を測る。

掘り方は不整円形を呈し、長径50－76cm、深さ21－56cmを測る。柱根径20cmを測る。柱穴から弥生土

器、土師器、須恵器、黒曜石が出土している。

SBO7（Fig．32）調査区の北東側で検出した。他の柱穴と切り合い関係が著しく、また、井戸SEOlと

切り合う。梁行2間、桁行3間の規模をもち、南側に1間幅の庇が付く掘立柱建物である。主軸方位

をN14。Eに置き、柱間は梁間12．5尺、桁間15・9尺を測る。建物内にすっぽり入る形でSEOlが存在す

る。掘り方は隅丸長方形または不整楕円形を呈し、長径44～77cm、深さ8～80cmを測る。柱根径20～22

cmを測る。柱穴から弥生土器、土師器、須恵器、黒曜石が出土している。

SBO8（Fig・32）　調査区の北東側で検出したO井戸SEOlから切られ、全形は不明である。梁行1間、

桁行2間の規模の掘立柱建物である。主軸方位をN32。Eに置き、柱間は梁間10・2尺、桁間12・2尺を測

る。掘り方は隅丸長方形を呈し、長径48～70cm、深さ10－54cmを測る。柱穴から弥生土器、土師器、

須恵器、黒曜石が出土しているO

SBOg（Fig．32）調査区の北東側で検出した。土壌SKO7、溝SDO4、井戸SEOlから切られ、全形は不

明である。梁行1間、桁行2間の規模の掘立柱建物である。主軸方位をN37。Eに置き、柱間は梁間9．6

尺、桁間15・2尺を測る。掘り方は不整隅丸長方形を呈し、長さ90－133cm、深さ42－64cmを測る。柱穴

から弥生土器、土師器、須恵器、黒曜石が出土している。

SBlO（Fig．32）調査区の北東隅で検出した。溝SDOlに切られ、又、削平も著しいため全形は不明で

ある。染行2間、桁行2間の規模の掘立柱建物と考えられる。主軸方位をN23。Eに置き、柱間は梁間10

尺、桁間13・6尺を測る。掘り方は隅丸長方形を呈し、長さ65－77cm、深さ31～48cmを測る。桂根径21

cmを測る。柱穴から弥生土器、土師器、須恵器が出土している。

SB11（Fig．32）北東側の境界地に在るため全形は不明である。梁行1間以上、桁行2間以上の規模

の掘立柱建物である。主軸方位をN64。Wに置き、柱間は桁間16．3尺を測る。掘り方は不整隅丸長方形

を呈し、長径67－78cm、深さ24－33cm、柱根径25cmを測る。柱穴から弥生土器、土師器、須恵器、黒

曜石が出土している。

SB12（Fig・33）調査区北東側で検出した。住居跡SCOlを切っている。溝SD04に切られ、SBllと切
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掘 立 柱 建 物 S B 0 1 　 （ 北 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 3 　 （ 東 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 2 　 （ 北 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 4 　 （ 西 か ら ）
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Fig．32　掘立柱建物SBO7－11実測図（縮尺1／80）
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掘 立 柱 建 物 S B 0 5 　 （ 西 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 7 　 （ 東 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 6 　 （ 南 西 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 0 8 　 （ 西 か ら ）



掘 立 柱 建 物 S B O 9 　 （ 西 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B Ⅱ 　 （ 南 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 1 0 　 （ 南 か ら ）

掘 立 柱 建 物 S B 1 2 　 （ 南 か ら ）



掘 立 柱 建 物 S B 「 　 （ 北 か ら ）

掘 立 柱 建 物 　 （ 南 か ら ）

掘 立 柱 建 物 　 （ 西 か ら ）

掘 立 柱 建 物 　 （ 西 か ら ）
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Fig．33　掘立柱建物SB12．13実測図（縮尺1／80）

り合い関係にある。全形は不明である。梁行1間、桁行2間以上の規模の掘立柱建物である。主軸方

位をN63。Wに置き、柱間は染間9・9尺、桁間16尺を測る。掘り方は隅丸長方形を呈し、長さ65－110

cm、深さ12～46cmを測る。柱根径は23cmである。柱穴から弥生土器、土師器、黒曜石が出土している。

SB13（Fig33）　調査区北側で検出した。住居跡SCOlと切り合っている。染行2間、桁行1間の規模

の掘立柱建物である。主軸方位をN8。Eに置き、柱間は染間7・3尺、桁間7・3尺を測る。掘り方は隅丸長

方形を呈し、径52～70cm、深さ10－72cmを測る。柱根径16～24cmである。柱穴から弥生土器片、土師

器片が出土している。

SB14（Fig34）調査区の東側で検出した。他の柱穴と切り合い関係が著しい。染行1間、桁行2間の

規模をもった掘立柱建物である。主卓由方位をN15。Eに置き、柱間は梁間5．4尺、桁間5・4尺を測る。掘り

方は不整円形を呈し、長径50－72cm、深さ16～61cmを測る。柱穴から土師器、須恵器が出土している。

SB15（Fig34）調査区の東側で検出した。他の柱穴と切り合い関係が著しい。削平のため柱穴を欠い

ている。染行2間、桁行2間の規模の掘立柱建物と考えられる。主軸方位をN15。Eに置き、柱間は梁間

5．1尺、桁間5．9尺を測る。掘り方は隅丸長方形または不整楕円形を呈し、長径41～43cm、深さ20－28

cmを測る。遺物の出土はない。

SB16（Fig34）調査区の中央で検出した。削平のため柱穴を欠いている。梁間2間、桁間3間の規模

をもつ側柱だけの掘立柱建物である。主軸方位をN77。Eに置き、柱間は梁間平均6・3尺、桁間平均7．5尺

を測る。掘り方は隅丸長方形を呈し、長径60－65cm、深さ17～34cmを測る。桂根径14－37cmを測る。

遺物の出土はない。

SB17（Fig34）調査区の西側で検出した。削平が著しく柱穴の遺存状態は悪い。染行2間、桁行3間

の規模の掘立柱建物である。主軸方位をN20。Eに置き、柱間は梁間平均6．6尺、桁間5．8尺を測る。掘り

方は不整隅丸長方形を呈し、長さ65～80cm、深さ26～30cm、柱根径14－25cmを測る。柱穴から弥生土

器、土師器、須恵器が出土している。
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SB18（Fig34）調査区の北隅で検出した。又、削平も著しいため全形は不明である。染行2間、桁間

2間の規模の掘立柱建物と考えられる。主軸方位をN3。Eに置き、柱間は梁間5・9尺、桁間7・4尺を測

る。掘り方は隅丸長方形を呈し、長さ65－80cm、深さ18－42cmを測る。柱根径14－25cmを測る。柱穴

から陶器が出土している。

SB19（Fig34）調査区の中央に在る。梁行2間、桁行2間の規模の掘立柱建物である。東側に1間の

庇をもつ。主軸方位をN76。Wに置き、染間平均4．9尺、桁間6・2尺を測る。掘り方は不整隅丸長方形を

呈し、長径31－36cm、深さ31－36cm、柱根径15cmを測る。柱穴から土師器が出土している。

SB20（Fig35）調査で東側が検出した。掘立柱建物SBO6．14・21と切り合い関係にある。梁行1

間、桁行2間以上の規模の掘立柱建物で、東側に1間幅の庇がつくO主軸方位はN66。Wに置き、梁間

平均6．5尺、桁間平均6．5尺を測る。掘り方は不整隅丸長方形を呈し、径53－60cm、深さ42－45cm、柱

根径16cmを測る。柱穴から土師器、須恵器甕片が出土した。

Tab．2　第74次調査掘立柱建物一覧表
1尺＝30　3cm

規模
桁行 （cm） 梁行 （cm）

方位
床面頼

（m 2）

柱 穴状態
出土遺物 備考

実 長 （尺） 柱 間寸法 （尺） 実長 （尺） 柱間寸法 （尺） P it数 深 さ 長径 短径 桂根径

S B O l 2 × 1 4 75 （15．7）
2 30 （7 ・6）

2 30 （7 ．6）
27 0 （8．9） 27 0 （8・9） N 3 8。E 12 ．8 2 6 18－26 50－73 45～5 7 1 5～30

縄 文土器甕、弥生土器甕、土師器高

塚、鉄棒、黒曜石、壁

S B 0 2 2 × 2 4 90 （16．3）
2 25 （7 ．4）

2 65 （8 ．7）
33 5 （1 1・0）

19 0 （6．3）

18 0 （5．9）
N 2 5°W 16 ．4 1 7 6－5 4 2 0－40 30～4 0 2 2－28 弥生土器、土師器、須恵器

S B 0 3 2 × 1 45 5 （1 5）
2 15 （7．1）

2 40 （7．9）
2 70 （8．9） 27 0 （8．9） N 3 7。E 12 ．2 8 4 10－22 4 7～5 7 45～52 20 弥生土器壷 ．甕、土師器

S B 0 4 1 × 1 3 20 （10・6） 32 0 （10．6） 2 20 （7．3） 22 0 （7．3） N 6 5。W 7 ．0 4 4 40～55 7 0－8 5 50～72 2 2 弥生土器甕、土師器、須恵器
住居跡S C 0 1・0 3

と切 り合 う

S B O 5 2 × 1 5 15 （17 10）
2 50 （8．3）

2 60 （8．6）
3 00 （9 ．9）

15 0 （5．0）

15 0 （5．0）
‘N 2 7。E 1 5．45 7 19～54 3 0～7 3 47－60 1 2－30 弥生土器甕、土師器、黒曜石

掘立柱建物S B 0 3

と切 り合 う

S B 0 6 2 × 1 4 65 （15．2）
2 40 （7．9）

2 25 （7・4）
2 60 （8 ．6） 26 0 （8．6） N 2 7。W 1 2．09 6 2 1～56 5 0－7 6 60～65 2 0

弥生土器甕、土師器甕、須恵器蓋 ・

甕、須恵器 赤焼 け、黒曜石

S B 0 7 3 × 2 4 83 （15．9）
183 （6．0）

150 （5．0）
38 0 （1 2・5）

19 0 （6．3）

19 0 （6．3）
N 14。E 1 8・35 11 8－8 0 4 4～7 7 50～68 2 0～2 2

弥生土器甕、土師器坪 ・甑、須恵器、

黒曜石

井 戸 S E O lと明

年合う

S B 0 8 2 × 1 3 70 （12．2） 3 70 （12．2） 3 10 （1 0・2） 31 0 （1 0．2） N 3 2°E 1 1．47 5 8－80 4 8～7 0 56－63 －

弥生土器壷 、土師器、須恵器、黒曜

石

井 戸S E 01に切

られる

S B 09 2 × 1 4 60 （15．2）
2 30 （7・6）

2 30 （7．6）
2 90 （9 ．6） 29 0 （9．6） N 3 7。E 1 3・34 5 42－64 9 0－13 3 70－90 2 5－3 5

弥生土器甕 、土師器甕、須恵器、黒

曜石

土壌 S K O7 ・溝
S D O 4井 戸S E O l

に切 られる

S B 10 2 × 2 4 13 （13．6）
2 03 （6．7）

2 10 （6．9）
30 3 （1 0・0）

1 33 （4 ．4）

1 70 （5 ．6）
N 2 3。E 12．51 6 3 1－48 6 5～7 7 60－68 2 1 弥生土器甕、土師器 、須 恵器甕

溝 S D 0 1に切 ら

れる

S B 11 2 × 1 4 95 （16・3）
2 75 （9．1）

2 20 （7．3） － － N 6 4°W － 2 2 4－33 6 7－7 8 62～68 2 5
弥生土器甕、土師器甕、須 恵器、黒

曜石

S B 12 1 × 2 48 5 （1 6）
2 50 （8．3）

2 30 （7・6）
3 00 （9．9） 3 00 （9 ・9） N 6 3。W 14・55 6 1 2－46 6 5－1 10 60－65 2 3

弥生土器甕、土師器、黒曜石、土製

ロ日田

住 居跡 S C Oiを

切る

S B 13 2 × 1 4 33 （14．3）
2 15 （7．0）

2 18 （7．2）
2 20 （7．3） 2 20 （7 ．3） N 8°W 9．53 6 1 0～7 2 52～70 4 1－57 16～2 4 弥生土器、土師器、須恵器、黒曜石

S B 14 2 × 2 3 30 （10．9）
165 （5．4）

165 （5．4）
3 15 （10．4）

1 65 （5．4）

1 65 （5．4）
N 15。E 10．4 9 1 9～6 1 50～72 4 5～70 －

土師器、須恵器

S B 15 2 × 1 3 50 （1 1・6）
180 （5．9）

17 0 （5．6）
3 10 （10．2） 3 10 （10．2） N 15°E 10．9 4 2 0－2 8 41－43 3 2－3 5 － な し

S B 16 3 X 2 450 （14 ．9）
16 5 （5．4）

13 5 （4．4）
3 83 （12．6）

2 03 （6．7）

1 80 （5．9）
N 77。W 17．2 8 1 7～3 4 60－65 3 5－5 3 14－37 なし

S B 17 3 ×2 51 4 （17 ．0）
19 3 （6．4）
19 2 （6．3）
13 4 （4．4）

4 00 （13・2）
2 00 （6．6）

2 00 （6．6）
N 20。E 2 1．3 10 2 6～3 0 45－48 4 1－4 3 Il 弥生土器甕、土師器、須恵器

S B 18 2 ×2 44 7 （1 4．8）
20 7 （6．8）

24 0 （7．9）
3 60 （11．9）

1 90 （6．3）

1 70 （5．6）
N 3。E 16 ．0 7 18－4 2 65－80 3 2～5 5 14－25 陶器

S B 19 3 ×2 53 5 （1 7．7）
19 0 （6．3）
18 7 （6．2）
15 8 （5．2）

2 96 （9・8）
1 68 （5．5）

1 28 （4・2）
N 76。E 16 ．1 9 3 1－3 6 28－43 2 3－3 7 15 土師器坪

S B 20 2 ×2 39 7 （1 3．1）
16 0 （5．3）

23 7 （7．8）
3 96 （13．1）

2 18 （7．2）

178 （5．9）
N 66。W 15 ．7 9 4 2－4 5 53－60 4 7～7 0 16 土師器、須恵器甕

S B 2 1 3 ×2 46 2 （1 5．2）
11 5 （3．8）

19 7 （6．5）
2 6 3 （8・7）

130 （4．3）

133 （4．4）
N 23。E 12 ・2 9 2 8－3 8 35～60 3 5－4 5 15－18 弥生土器、土師器、須恵器甕

S B 22 2 × 1 35 5 （1 1・7）
16 0 （5．3）

19 5 （6・4）
2 5 5 （8・4） 2 55 （8．4） N 68。E 9．1 6 4 5～5 2 60～70 5 6－6 1 16～32 土師器

S B 23 2 × 1 44 1 （1 4・5）
23 5 （7．8）

20 6 （6．8）
3 10 （10．2） 3 10 （10．2） N 43。W 2 0．0 4 19－2 4 68～70 55－6 0 20 弥生土器甕、土師器、須恵器甕

S B 24 3 × 1 40 9 （1 3．5）
18 7 （6．2）

22 2 （7．3）
29 5 （9．7） 29 5 （9．7） N 56°E 1 2．1 5 21－43 5 5－6 2 47～55 1 7－24

弥生土器甕 ．丹塗 り土器、土師器、

須恵器
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（9）掘立柱建物出土遺物　（Fig・36）

SBO1出土遺物（121）121は縄文時代晩期の甕形土器で、SP674から出土している。

SBO3出土遺物（122・123）122はSP646出土で、弥生時代前期の壷の口縁部片である。123はSP67出

土で、弥生時代中期の壷の口縁部分である。

SBO5出土遺物（124）124はSP162出土。弥生時代中期の甕の口縁部片である。

SBOG出土遺物（125～127）125～127は須恵器の胴部片である。125．127はSP19出土、126はSPlO7

出土。外面は125が平行叩き、126・127が格子目叩きである。内面は125が同心円、126・127が青海波

の叩きである。

SBO8出土遺物（128）128はSP457出土。弥生時代後期の袋状口縁部を有した壷である。

SBlO出土遺物（129）129はSP489出土。須恵器甕片で、外面は格子目叩き、内面は青海波の叩きで

ある。

SBll出土遺物（132・133）132はSP608出土。弥生時代後期の甕形土器の口縁部片である。133はSP676

出土。弥生時代前期の甕形土器で、口縁部と突帯に刻目を有している。

SB12出土遺物（130・131）130はSP496出土、131はSP47出土。130は弥生時代後期の土器片であ

126

i29 i33

掘立柱建物SB06・10－12出土遺物
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る。131は土製品で、扁平な楕円形を呈している。上部に穿孔があるところから、垂飾品と考えられ

る。

（10）溝（SD）

調査区の北東側において南北方向の溝を2条、南側において東西方向の溝3条、南北方向の溝1条

を検出した。溝SD01は台地の縁辺を廻る形で存在する。伝承に残る戦国時代の濠で「鬼丸ホゲ」と考

えられ、現在も調査区境の水路として残っている。溝SD05～10は、排水的役目をもったものと考えら

れる。溝SD03は住居跡SC03の周溝である。溝SDOl・02は同一の溝と考えられる。

SDOl（Fig．37）調査区の東側境界に位置しており、全形は不明である。長さ約15mまでを確認する

にとどまった。大略南方向から北方向に流下する溝で、排水溝の役目を持っている。断面形は逆梯形、

又はⅤ字形を呈し、溝上面の幅は100cm以上、底面の幅は不明、深さ90cm以上を測る。覆土は黒灰色粘

質土、又は暗灰色粘土を主体としている。覆土から、中国白磁、染付等が出土しており、戦国時代の

遺構と考えられる。

SDO2（Fig・37）調査区の東南側境界に位置しており、一部を確認するにとどまった。長さ約8mま

でを確認するにとどまった。大略西方向から北方向に矩形に曲がりながら流下する溝で、排水溝の役

目を持っている。断面形は一部逆梯形を呈するが、全体は不明。溝上面の幅は100cm以上、深さ90cm以

上を測る。覆土は黒灰色粘質土、又は暗灰色粘土を主体としている。覆土から中国白磁等が出土して

Fig・37　第74次調査溝配置図（縮尺1／300）
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SD10土層名称

1・暗茶褐色粘質土　褐色土を少し含む
2・茶灰色粘質土

3．灰色粘質土に茶褐色土の鉄分粒子、八女ブロック含む
4．3より暗く　八女ブロック少し含む
5．灰色粘質土　八女ブロックを含む
6．青灰色粘質土　地山
7．茶灰色粘質土

E L＝6・987m

SDO4A

SDO4－A・土層名称

1・黒色土にブロックを含む

溝SD04（北から）

Fig．38　溝SDO4・05・10実測図（縮尺1／30・1／40）
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溝 S D 0 6 　 （ 北 か ら ）

溝 S D 0 5 ． 0 6 遺 物 出 土 状 態 　 （ 東 か ら ）

溝 S D 0 5 ． 0 6 　 （ 北 か ら ）

溝 S D 0 7 ～ 1 0 　 （ 東 か ら ）



おり、戦国時代の遺構と考えられる。溝SD01に接合するものと考えられる。

SDO3（Fig・8）調査区の北側に位置している。住居跡SC03の周溝である。詳細は住居跡の項を参照

願いたい。

SDO4（Fig．38）調査区の東側に位置しており、削平が著しく、西側は消失している。長さ約19．5m

までを確認した。大略西方向から北方向の溝で、西寄り部分が一部途切れている。断面形は逆梯形を

呈し、溝の上面の幅は50cm、深さは最大で20cmを測る。覆土は黒色粘質土に八女粘土を含んだ土を主

体としている。覆土から弥生土器、土師器杯、壷、甕、須恵器等が出土しており、古墳時代の遺構と

考えられる。

SDO5（Fig・38）調査区の南側境界に位置しており、上部を溝SD06から切られている。削平を受けて

おり、長さ約7・5mまでを確認した。大略、南方向から北方向の溝で、切れ切れになりながら南へ流下

する。断面形は逆梯形を呈し、溝上面の幅は50～120cm、深さ10－50cmを測る。溝の北側は最大幅120

cmを測り、水溜状の袋部を形成している。この部分の両側壁には、須恵器甕片を貼付た状況がみられ

た。又、鹿部には最大幅が約80cmの焼土面が広がっていた。

覆土は窯灰色粘質土を主体としている。覆土から土師器、須恵器甕、杯、鉄棒等が出土しており、

古墳時代末の遺構と考えられる。

SDOG（Fig．38）調査区の南側境界に位置しており、溝SD05を切っている。北側は現代の建物の基礎

で削平されており、長さ約7・4mまでを確認した。大略、北方向から南方向に流下する溝で、排水溝の

役目を持っている。断面形は逆梯形を呈し、溝上面の幅は70cm、深さ20cmを測る。覆土は灰褐色粘質

土を主体としている。覆土から土師器片、須恵器甕片等が出土しており、古墳時代以降の遺構と考え

られる。

SDO7（Fig．37）調査区の南側境界に位置しており、溝SD08を切っている。長さ約12mまでを確認し

た。大略、西方向から東方向に流下する溝で、東側は幅広くなって、自然に消失する。排水溝の役目

を持っているのであろう。断面形は逆梯形を呈し、溝上面の幅は西側で53cm、東側の幅は170cm、深さ

17－20cmを測る。覆土は暗茶灰色土を主体としている。覆土から土師器、陶器片、染仲、瓦類等が出

土しており、江戸時代の遺構と考えられる。

SDO8（Fig・37）調査区の南側境界に位置しており、溝SDO7、09、SKlOに切られているため、長さ

約5mまでを確認した。大略、東方向から西方向に流下する溝で、東側は削平のため消失する。排水溝

の役目を持っていると考えられる。断面形は逆梯形を呈し、溝上面の幅は30cm、深さ17～23cmを測る。

覆土は暗い茶灰色粘質土を主体としている。覆土からの遺物の出土はない。江戸時代の遺構と考えら

れる。

SDO9（Fig・37）調査区の南側境界に位置しており、溝SD08を切り、土壌SKlOに切られる。長さ約

11．5mまでを確認した。大略、西方向から東方向に流下する溝で、東側先端を削平により消失する。排

水溝の役目を持っているものと考えられる。断面形は逆梯形を呈し、溝上面の幅は60～70cm、深さ5～30

cmを測る。覆土は暗い茶灰色粘質土を主体としている。

覆土から土師器、瓦質土器、甕、陶器片、七輪片、瓦類等が出土しており、江戸時代の遺構と考え

られる。

SD10（Fig・38）調査区の南側境界に位置しており、全体形は不明だが、調査区の東側で検出した溝

SDOl、02が矩形に連続するもので、同一溝と考えられる。井戸SEO4（土壌SK13）と切り合い関係に

ある。長さ2．5mまでを確認した。大略、東西方向の溝である。断面形は逆梯形と考えられる。溝上面

の幅は最大90cm、深さ30cm以上を測る。
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Fig．40　溝SDO5出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）

覆土は暗い茶灰色粘質土を主体としている。覆土から須恵器、土師器、瓦質土器、伊万里染仲、国

産陶器、鉄棒、瓦類等が出土している。江戸時代の遺構と考えられる。井戸SE04を切っているものと

考えられる。

（11）溝出土遺物　（Fig．39～43）

SDO4出土遺物（141～149）141は弥生時代後期の甕の口縁部、142－149は土師器で、142－145は甕で

ある。142．143の胴部内面はへラヶズリ調整、144の外面は平行叩き調整、145は須恵器の調整と同じ

格子目叩きである。146－148は高塚で、146は塚部、147・148は脚部片である。149は丸底の埠である。

141を除き、いずれも6世紀代の所産である。

SDO5出土遺物（150－158）150－153・156・157は須恵器である。150・151は杯蓋で、151は擬宝珠形

のつまみを有する。152・153．156は甕で、外面はいずれも平行叩き、内面は152・153は青海波の叩

き、156は同心円の叩きである。157は横瓶の破片で、胴部外面は細かい平行叩き、鹿部はカキ目を施

す。内面は青海波の叩きである。158は黒曜石製の石鉄未製品である。

SDO7出土遺物（159・160）159は初期唐津焼の碗で、内底見込と畳付に目痕がある。160は軒平瓦片

である。瓦当文様の唐草文は退化している。

SDO9出土遺物（161・162）161は唐津系の摺鉢である。162は瓦質土器の甕片である。

SD10出土遺物（163～189）163は弥生土器の器台、164・165は須恵器高台付の埠である。167は須恵

器甕で、外面に格子目叩き、内面は同心円の叩きである。166は土師器の甑の把手、168は瓦質土器の

湯釜である。168の外面上部には印花文がある。169～173は伊万里焼の染付で、169は皿、170～172は

碗、173は花瓶である。174～180は国産陶器で、174・175は高取系の碗、176は皿、177～179は摺鉢、

18dは甕である。181－183は瓦質土器で、181は足鍋、182は花瓶、183は鍋である。182の外面は丁寧に

研磨し、上から順に四ツ菱文、菊花文、梅花文を3段に押印する。184・185は平瓦で、185の内外面は

粗目のハヶ調整を行う。186は丸瓦で、内面に布目が残る。187・188は砂岩製、189は滑石製の砥石で

ある。

SD12出土遺物（190－193）190は弥生土器の甕鹿部片、191は土師器の高台付椀の完形品、192は瓦質

土器の足鍋、193は土師器の高塚の脚部片である。

－74－



i58

159

161

溝SD04－07・09出土遺物

－75－

162

※数字は実測図の番号に一致する



SDO7

／
／
／
／
l
l
＼
＼

′ニ儲芋－罵’

∈5
－

－－－－－－‥≡15′
165

撮、ii／一一一一一・一一一一一

／／　　　　　　＼＼

．■′，

／

Ⅰ

㍉

－と≠
10cm

，　　　　　　　　－　　　　　　　　；

Fig．41溝SDO7．09・10出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．42　溝SDlO出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．43　溝SDlO・12出土遺物実測図（縮尺1／3）
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S P 2 3 2 　 （ 北 か ら ）

S P 6 3 7 遺 物 出 土 状 態 　 （ 南 か ら ）

S P 6 3 7 遺 物 出 土 状 態 　 （ 北 か ら ）

S P 6 3 7 遺 物 出 土 状 態 　 （ 西 か ら ）



（1②　小犬（SP）

径15～17cmを測るPitを多数検出した。いずれも柱穴と考えられるが、建物として把握することがで

きたのは14棟にとどまった。SP232・SP637からは鎮めとしての遺物が出土している。今回検出したPit

の作られた時期は、弥生時代から江戸時代までの幅をもっている。

SP232（P80）　調査区の南側に所在する。柱穴と考えられ、平面形は隅丸長方形を呈する。長さ45

cm、幅33cm、深さ35cmを測る。穴底に土師器皿1枚、塚2枚が地鏡として入れられていた。土師器は

糸切り底であり、形状より14世紀頃の所産と考えられる。

SP637（P80）　調査区の南側に所在する。地鋲のためのPitと考えられる。上面は削平を受けている。

平面形は不整円形を呈し、最大径45cm、深さ36cmを測る。Pit内は弥生時代の甕の破片を、面を外にし

て包み込むように置き、その内側には、器台を入れていた。弥生時代中期後半の土器である。

（13）小犬（SP）出土遺物　（Fig・44・45）

各SP出土遺物（201－241）　201・208－210は縄文時代晩期の甕片で、201は突帯文土器の口縁部、

208－210は鹿部である。201はSP403、208はSP415、209はSP557、210はSP66出土。202～204は弥生時

代中期の壷の口縁部で、202がSP539、203がSP96、204がSP571出土。205－207は甕の口縁部で、205は

SP456、206はSP45、207はSP668出土。211～216は弥生時代の甕の鹿部で、211はSP373、212は

SP167、213はSP538、214はSP96、215はSP97、216はSP181出土である。

SP637出土遺物（217－222）　217～222はSP637から一括して出土した。弥生時代中期後半の土器群

で、217～219は甕、221・222は器台、220は蓋である。

223－226は須恵器で、223はSP482、224はSP588、225・226はSP462出土。223は高塚で、高台の脚裾は

大きく開く。224は地又は小型平瓶の胴部、225・226は甕片である。

SP232出土遺物（227～229）　227～229はSP232から出土。地鎮具である。いずれも糸切り底で、227

は皿、228．229は塚である。小型化しており、塚は口径と底径の比が大きくなりつつある。

230は土師器塚で、SP173出土。231・232は土師器の鉢で、いずれも丸底である。231はSP618出土で、

238の砥石が伴う。232はSP540出土。233は白磁碗で、SP152出土。234は瓦質土器の摺鉢で、内面に下

し目がある。235は越州窯系青磁碗で、SP719出土。236は滑石製石鍋で、口縁外面の突帯は小さく低

い。外面のケズリ痕は幅が狭い。240は玄武岩製の磨製石斧片で、SP513出土。239は敲石で、角が磨滅

し、丸みをもつ。SP615出土。241はサヌカイト製の石鉄で、先端を欠く。SP567出土。237は鉄釘片

で、SP538出土である。

（1㊥　包含層出土遺物　（Fig．46）

（251－257）遺構面上に堆積していた第2層の暗い茶褐色粘質土から出土した遺物で、2次堆積の

遺物である。251は須恵器の塚、252は越州窯青磁碗、253は土師器の高塚、254・255は土師器の甑の把

手部分である。256は国産陶器の摺鉢、257は砥石である。

（咽　遺構面出土遺物　（Fig．46）

（258～262）　258は備前焼IV類の摺鉢である。259・260は弥生土器で、259は後期の甕形土器、260は

壷である。261は形状不明の滑石未製品で、粗い研磨痕がある。262は滑石製の臼玉である。半分欠損

している。
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Fig・44　SP出土遺物実測図①（縮尺1／3・1／4）
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SP・包含層．遺構面出土遺物
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3．まとめ

当該地は金屑川左岸に位置し、金屑川の開析により、段丘を形成している。当該地の東側には旧河

道の跡とみられる水路が存在する。この水路は地元の伝承では「鬼丸ホゲ」という濠に相当するもの

と考えられる。標高約7mを測り、周辺の水田との比高差は0・4mを測る。この周辺は古くからの集落

地のため、従来の調査例も少なく、どの時代の遺構が分布しているのか不明な地域でもあるO　遺構面

は削平を受け、遺存状態は憩いが、弥生時代から江戸時代に亘る遺跡であることが判明した。大きく

分けるとⅠ期弥生時代後期、II期古墳時代、III期戦国時代、IV期江戸時代。

Ⅰ期は井戸SEO2、竪穴住居跡SCOl、掘立柱建物SBOl・03・04・06・09等が相当する。井戸SEOlか

らは井戸祭殖巳に用いられた壷形土器や甕形土器が出土している。壷形土器は袋状口縁部をもつが、稜

は失われ、丸みをもつか、あるいは袋部の退化がみられる。平底を呈しており、弥生後期後半の時期

が比定できる。竪穴住居跡SCOlは円形を呈している。祭祀土壌SP637から出土した弥生土器の一括資

料が中期後半の時期を示しているところから、この住居跡はほぼSP637と同時期と考えられる。掘立柱

建物は17間×2間規模を主体としており、住居跡または井戸SC02に共伴する遺構であろう。

II期は竪穴住居跡SCO2．03、井戸SEO8、土壌SKO7、製鉄遺構SXO3・06、溝SDO3・04・05が相当す

る。製鉄遺構SX03・06は不定形のプランを呈し、内部からは鉄棒を多量に出土した。鉄棒は鍛冶樺と

みられるところから、鍛冶炉の可能性が高い。遺物は破片ばかりで時期比定は困難であるが、II期に

入れておく。溝SDO4・05からは土師器・須恵器が出土しており、特に溝SD05からは大型の甕片が大量

に出土している。出土遺物より土壌SKO7・溝SD04は6世紀代、溝SD05は7世紀後半代、井戸SE08は

5世紀前半代に比定できる。

III期は井戸SEOl～04、土壌SK12、掘立柱建物SB07等が相当する。溝SDOlは調査区の南西から北東

側の縁辺を巡る溝で、現水路と重複している。この溝は境界地にあるため規模等は不明であるが、伝

承の「鬼丸ホゲ」という濠に相当するものと考えられる。井戸SE01は杵・臼を埋納する井戸祭祀を行

っていたが、これがどのように目的をもち、また、この時期に普遍性をもつのかは不明である。井戸

SEOlからは三島手の李朝陶器などが、また、SE04からは備前焼Ⅴ期の摺鉢片が出土しているところか

ら大略16世紀代の遺構といえる。土壌SD12は足鍋等から16世紀前半代に比定できる。

ⅡⅤ期は江戸時代であるが、溝SD06～10が相当する。これらの溝は排水溝的な役割をもつものであ

る。SD10からは国産陶磁器が多量に出土している。伊万里焼あるいは高取焼から18世紀代が比定でき

る。また、この時期の陶磁器は井戸SE04の上部覆土からも出土しているが、調査時点において、溝SDlO

は井戸SE04の上部の切り合いについて、調査では明確に分離することができなかったことは残念であ

った。更に、この溝SDlOの上層は溝SDOl・02とも切り合うか、もしくは同じ覆土を構成するのかも不

明である。調査区東側の溝SDOl．02の上層においても、近世遺物が混入しているところから、溝SDOl・

02とSDlOは同一遺構とも考えられる。溝SDOl．02の埋設時期が、この頃にあったことが推測できよ

う。
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Tab．3　第74次調査遺構一覧表
（単位：cm）

遺 構 名 旧 遺 構 名
遺 構

種 類
平 面 形 断 面 形 長 幅 探 出　　　 土　　　 遺　　　 物 時 期 備　 考

S K 0 4 D 4 土 壌 不 整 楕
円 形

逆 梯 形 2 3 0 1 7 7 4 0 土 師 器 高 塚 ・甕 、 須 恵 器

S K 0 5 D 5 土 壌
不 整 隅
丸 長 方
形

逆 梯 形 1 3 0 9 8 4 7 土 師 器 、 鉄 棒 、 石 製 品

S K 0 7 D 7 土 壌
不 整 隅
丸 長 方

形

逆 梯 形 4 3 0 2 7 0 ＋α 3 7 弥 生 土 器 高 塚 ・甕 、 土 師 器 甕 ．甑 、 須 恵 器 、 砥 石 、 黒 曜 石

l

溝 S D 04 ・掘立柱建物
S B ii に切 られる

S K l O D l 0 土 壌 不 整 長 摺 鉢 状 1 7 0 ＋α 4 0 0 ＋α 2 1
土 師 器 、 須 恵 器 、 中 国 白 磁 椀 、 陶 器 皿 ・鉢 ．摺 鉢 、 染 仲 、 土 製 品 人 溝 S D O8 ・0 9 と切 り合

方 形 形 型 、 七 輪 、 丸 瓦 、 鉄 i事、 石 製 品 つ
S K l l D l l 土 壌 不 整 形 逆 梯 形 2 6 2 十α 1 0 0 4 0 弥 生 土 器 甕 、 土 師 器 蓋 ．甕 、 土 師 質 土 器 井戸 S E 0 4 と卵 0合 う

S K 1 2 D 1 2 土 壌
隅 丸 長
方 形 逆 梯 形 3 1 0 2 7 5 7 7

土 師 器 、 土 師 質 土 器 摺 鉢 、 瓦 質 土 器 鉢 ・摺 鉢 ．足 鍋 、 中 国 白 磁 皿 ．
碗 、 石 臼 ・板 碑 、 滑 石 、 黒 曜 石

S E 0 1 D l 井 戸
不 整 楕
円 形

2 段 掘
り 2 9 0 2 4 5 2 6 2

弥 生 土 器 蓋 ．甕 、 土 師 器 皿 ．坪 、 土 師 質 土 器 鉢 ．摺 鉢 ・鍋 、 須 恵 器
甕 、 陶 質 土 器 、 瓦 質 土 器 摺 鉢 、 中 国 白 磁 、 三 島 手 椀 、 平 瓦 、 木 製 品

臼 ．杵 ．木 札 ・桶 、 砥 石 ．板 碑 、 自然 木 、 漆 喰

掘 立 柱建 物 S B 0 1 と

卵 ）合 う

S E 0 2 D 2 井 戸 不 整 梧 戟 頭 円
1 4 5 1 3 0 2 1 0

弥 生 土 器 高 塚 ・壷 ．甕 ．器 台 ．杓 子 、 手 捏 土 器 鉢 、 サ ヌ カ イ ト製 石
円 形 錐 形 鉄 、 木 製 品 、 自 然 木 、 壁 、 ス ラ ッ グ

S E 0 3 D 9 井 戸 梧 円 形 四 箇 形 7 5 7 0 7 7 宝 匪 印 塔 ．石 臼 ．砥 石 、 自然 木

S E 0 4 D 1 3 井 戸
不 整 楕

円 形
逆 梯 形 4 5 0 2 9 5 ＋α 2 0 0

弥 生 土 器 壷 、 土 師 器 杯 ．高 塚 ・椀 ．甑 、 須 恵 器 坪 ・蓋 ・甕 、 内 黒 土

器 椀 、 瓦 質 土 器 鉢 火 合 ．湯 釜 、 中 国 白 磁 碗 ．小 碗 、 陶 器 皿 ．摺 鉢 、
伊 万 里 染 付 皿 ・椀 、 土 製 品 輔 羽 田、 丸 瓦 、 鉄 棒 、 砥 石 ．板 碑 ．凹 石

木 製 品 桶

S E 0 8 D 8 井 戸 不 整 楕
円 形

逆 梯 形 3 5 5 1 1 7 1 2 0
弥 生 土 器 甕 、 土 師 器 高 塚 ・甕 ．甑 、 須 恵 器 、 土 製 品 蛸 壷 、 砥 石 ・敲
石 、 黒 曜 石

S X 0 3 D 3
製 鉄 不 整 方 2 段 掘

1 4 1 1 3 5 1 1
弥 生 土 器 、 土 師 器 坪 ・甕 、 須 恵 器 、 瓦 質 土 器 、 陶 器 摺 鉢 、 染 付 皿 ．

遺 構 形 り 碗 ．猪 口 、 平 瓦 ．丸 瓦 、 鉄 釘 、 鉄 棒 、 石 製 品 、 木 炭

S X 0 6 D 6
製 鉄
遺 構 不 整 形 摺 鉢 状 1 5 0 1 2 5 7 土 師 器 、 須 恵 器 、 鉄 棒

S D 0 1 M l 溝
逆 梯 形
又 は Ⅴ
字 形

1 50 0 ＋α 1 0 0 十α 9 0 十α 中 国 白磁 、 染 仲 戦 国時代 S D 0 1、 0 2 は同一溝

S D 0 2 M 2 溝 － 逆 梯 形 8 0 0 ＋α 1 0 0 ＋α 9 0 ＋α 中 国 白磁 戦 国時代 S D 0 1、 0 2 は同一溝

S D 0 3 M 3 溝 － 逆 梯 形 5 1 5 ＋α 1 3 4 土 師 器 S C 0 3の周溝

S D 0 4 M 4 溝 － 逆 梯 形 1 9 5 0 5 0 2 0
弥 生 土 器 甕 、 土 師 器 杯 ．高 塚 ．壷 ．甕 、 須 恵 器 甕 、 鉄 製 品 、 石 製 品

黒 曜 石
古墳時代

S D 0 5 M 5 溝 － 逆 梯 形 7 5 0 ＋α 5 0 ～ 1 20 1 0 ～ 5 0 土 師 器 甕 、 須 恵 器 埠 ．蓋 ．甕 ．壷 ・横 瓶 、 鉄 棒 、 石 製 品 、 石 鉄 古墳時代

S D 0 6 M 6 溝 － 逆 梯 形 7 4 0 ＋α 7 0 2 0 土 師 器 高 塚 ・甕 、 陶 器 摺 鉢

S D 0 7 M 7 溝 － 逆 梯 形 1 2 0 0 ＋α 53 － 1 7 0 2 0 土 師 器 、 陶 器 椀 、 染 仲 、 平 瓦 ．軒 平 瓦 江戸時代

S D 0 8 M 8 溝 － 逆 梯 形 5 0 0 ＋α 3 0 1 7 － 2 3 な し 江戸時代

S D 0 9 M 9 溝 － 逆 梯 形 1 1 5 0 ＋α 6 0 － 7 0 5 ～ 3 0 土 師 器 、 瓦 質 土 器 甕 、 陶 器 摺 鉢 、 七 輪 、 平 瓦 ・丸 瓦 江戸時代 S D 01 ・0 2 と同一溝

S D 1 0 M l O 溝 逆 梯 形 2 5 0 ＋α 9 0 ＋α 3 0 ＋α

弥 生 土 器 甕 ・器 台 、 土 師 器 埠 ・椀 ．甕 ．甑 、 須 恵 器 埠 ・蓋 ．甕 、 瓦

質 土 器 鉢 ・壷 ・摺 鉢 ・瓶 ・鍋 ．湯 釜 ・火 合 、 白磁 椀 、 陶 器 皿 ・椀 ．
鉢 ．甕 ．摺 鉢 、 染 付 皿 ．小 碗 ．碗 ・瓶 、 七 輪 、 平 瓦 ・丸 瓦 、 鉄 棒 、
砥 石 、 木 製 品

江戸時代

S D 1 2 M 1 2 溝 － － － － － 弥 生 土 器 甕 、 土 師 器 椀 ．高 杯 、 瓦 質 土 器 足 鏑 削平 されている
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Tab．4　第74次調査遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 一号
出 土 遺 構 器 種 口 径

底 径

（高 台 径 ） （現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ・調 整 ．文 様 施 釉 ．色 調 ．素 地 等 備　 考

1 5 1 S E O i 弥 生 土 器 蓋 （4 ．9 ） 鹿 部 は 深 い 上 げ 底 で 、高 台 状 を 呈 す る 。内 面 は ナ デ 調 整 。
胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 明 茶 褐 色 。

つ ま み 部 径

6 ．9 cm

1 5 2 S E O 1 陶 質 土 器 壙 （5 ．5 ）
外 面 は 純 雅 文 の 11「j き で 、 2 状 の 沈 線 を 施 す 。内 面 は ナ デ 胎 土 に 1 ～ 4 m m の 砂 を 少 し 含 む 。 焼

調 整 。 成 良 好 。 青 灰 色 。

1 5 3 S E O i 陶 器 碗
－ －

（2 ．9 ） 内 外 面 に 白 象 朕 を 施 す 。 素 地 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 李 朝 三 島 手

1 5 4 S E O l 瓦 質 土 器 摺 鉢 （4 ．2 ）
口緑 部 内 面 を 肥 厚 させ る 。内 面 は ナ ナ メ 方 向 の ハ ヶ 、外 脂 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 を 少 し 含 む 。 焼

面 は 粗 い ナ デ 調 整 ° 成 良 好 。

1 6 13
S E O 2

弥 生 土 器 甕 2 1 ．0 8 ．7 2 6 ．8
言緑 は くの 字 形 に 強 く外 反 し、外 面 は 9 本 単 位 の タ テ ハ 胎 土 に 1 － 2 m m の 白 い 砂 を 含 む 。 焼

完 形 品
中 位 ヶ 調 整 、 内 面 タ テ 方 向 の ナ デ 調 整 成 良 好 、 休 部 外 面 に 煤 付 着 °

1 6 1 4
S E O 2

弥 生 土 器 て量ご 1 4 ．5 8 ．1 2 6 ・0
稜 が つ よ い 。袋 状 言 緑 部 を 有 す 。体 部 外 面 は タ テ ハ ケ 調 月台土 に 白 い 砂 を 含 み 、 精 緻 。 焼 成

完 形 品
下 位

宝E
整 。 口縁 部 は ヨ コ ナ デ 調 整 。 頸 部 は タ テ ナ デ 調 整 。 良 好 。 茶 褐 色 。 肩 部 に 黒 斑 。

1 6 1 5
S E O 2

弥 生 土 器 ．㎡コ． 1 1 ．0 7 ．4 2 1 ．1
袋 状 口緑 部 。 言 緑 部 外 面 は ヨ コ ナ デ 調 整 。休 部 外 面 は ハ 脂 土 に 1 ～ 3 mm の 白 い砂 を 多 く含 む 。

完 形 品
鹿 部

宣E
ヶ 調 整 。 焼 成 良 好 。 淡 茶 褐 色 ～ 茶 褐 色 。

1 6 1 6
S E O 2

井 戸 底
弥 生 土 器 壷 1 0 ・7 7 ．2 21 ．1～2 1 ・3

逆 くの 字 形 の 袋 状 言緑 部 を有 し 、体 部 は 球 体 に 近 い 。体

部 上 位 は タ テ ハ ヶ 調 整 、体 部 下 位 と頸 部 は タ テ 方 向 の ナ

デ 調 整 で あ る。 体 部 に 黒 璃三が あ る。

脂 土 に 白 く細 か い 砂 を 含 む 。 焼 成

良 好 。 や や 赤 み を 帯 び た 灰 色 。
完 形 品

1 6 1 7 S E O 2 弥 生 土 器 一∃2． 1 3 ．2 1 4 ．0
袋 状 口緑 部 だ が 、 上 位 は 直 言 気 味 。頸 書附 こ三 角 突 帯 。外 脂 土 に2 ～ 3 mm の 白 い砂 を 多 く含 む 。

駐
面 は タ テ ハ ヶ 調 整 。 口 緑 部 外 面 は ヨ コ ナ デ 調 整 。 焼 成 良 好 °　明 茶 褐 色 。

1 6 1 8 S E O 2 弥 生 土 器 一女／ 7 ．0 9 ・0
休 部 上 位 を 欠 く。 球 体 に 近 く、 上 げ 底 で あ る 。 外 面 は へ 胎 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 °　外 面 は 淡

互E
ラ ミガ キ 痕 が あ る 。 灰 茶 色 、 内 面 は 暗 灰 色 。

1 6 1 9 S E O 2 弥 生 土 器 －去．宣E 7 ．4 （3 ．7 ） 平 底 で 、 内 外 面 は ナ デ 調 整 。
月台土 に 1 ～ 2 m m の 砂 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 淡 茶 褐 色 。

1 7 2 0 S E O 2 弥 生 土 器 甕 1 3 ．5 7 ．5 26 ．4～2 6 ．8

体 部 は 長 胴 で 、 平 底 で あ る。 口 緑 部 は 、 如 意 形 を 呈 し、

端 部 は 丸 み を もつ 。体 部 内 外 面 は 粗 い タ テ ナ デ 調 整 。 口

緑 部 内 外 面 は ヨ コ ナ デ 調 整 。

脂 土 は 精 微 。 焼 成 良 好 。 体 部 下 位

に 黒 斑 。
完 形 品

1 7 2 1
S E O 2

弥 生 土 器 －＝ヒ 9 ．6 ～1 0．5 7 ．8 21 ，8－2 2 ．0
口 緑 部 は 直 言気 味 の 袋 状 を呈 す る。休 部 外 面 は タ テ ハ ヶ 脂 土 に 2 ～ 3 m m の 白 い 砂 を 含 む 。 焼

鹿 部 笠 調 整 で 、 口 緑 部 内 外 面 ．休 部 内 面 は 粗 い ナ デ 調 整 。 成 良 好 。 茶 灰 色 。

1 7 2 2
S E O 2

鹿 部
弥 生 土 器 ．』と．宝E 1 5 ．0 8 ．6 28 ．9～2 9 ・1

口 緑 部 は 直 言す る が 、端 部 が 袋 状 に 内 賀 す る 。頸 部 に 三

角 突 帯 。 外 面 は タ テ ハ ヶ 調 整 。鹿 部 に 焼 成 後 の 穿 孔 1 ヶ

所 あ り。

脂 土 は 精 緻 。 焼 成 良 好 。 完 形 品

1 7 2 3 S E O 2 弥 生 土 器 鉢 8 ．8 （8 ．0 ）
平 底 で 、体 部 の 立 ち 上 が りが 丸 み を も つ 。外 面 は タ テ ハ 胎 土 に 1 ～ 4 m m の 砂 を 少 し含 む 。 焼

ヶ 調 整 。 成 や や 不 良 。 淡 灰 褐 色 °

1 7 2 4 S E O 2 弥 生 土 器 器 台 （8 ．7 ） 筒 部 片 。 外 面 は へ ラ ミガ キ 、 内 面 に は し ぼ り痕 が 残 る 。
胎 土 に 1 － 2 m m の 砂 を 少 し含 む 。 焼

成 は 堅 撤 。 淡 灰 褐 色 。

1 7 2 5 S E O 2 弥 生 土 器 器 台 1 0 ．0 （6 ．9 ）
脚 端 部 を 若 干 肥 厚 さ せ る 。内 面 は タ テ ハ ヶ 調 整 、 内 面 は 脂 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 を 含 む 。 焼 成 艮

ナ デ 調 整 。 好 。 淡 茶 褐 色 。

1 7 2 6 S E 0 2 手 軽 土 器 小 型 鉢 5 ．2 2 ・4 （4 ・1 ）
平 底 で 、 口 緑 部 は 小 さ く 外 反 す る 。 内 外 面 は ナ デ 調 整 。 脂 土 に 1 m m の 砂 を 少 し 含 む 。焼 成 良

外 面 上 位 に 指 頭 圧 痕 。 好 。 淡 褐 色 。

1 7 2 7 S E 0 2 弥 生 土 器 杓 子 木 杓 子 の 柄 。 断 面 形 は 不 整 円 形 で 、 外 面 は ナ デ 調 整 。
脂 土 に 1 ～ 3m m の 砂 を 少 し含 む ° 焼

成 や や 不 良 。 灰 褐 色 。

把 手

長 さ 6 ．2 cm 、

径 1 ．8 cm

20 3 9
S E O 4

第 1 4 層 上
弥 生 土 器 －ことr宝E （3 ．5 ） 平 底 で 、 外 面 は タ テ ハ ヶ 調 整 、 内 面 は ナ デ 調 整 。

脂 土 に 1 ～ 3m m の 砂 を 多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 淡 茶 褐 色 。

20 4 0
S E O 4

中 層
内 黒 土 器 椀 （7 ．2 ） （2 ．2 ） 高 台 は 外 へ 強 く張 る 。 内 外 面 は 磨 滅 して い る 。

胎 土 に 1 ～ 3 mm の 砂 を 少 し含 む 。 焼

成 や や 軟 。 外 面 は 淡 褐 色 、 内 面 は

黒 灰 色 。
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挿図

番号

遺物

番号
出土遺構 種類 券種 口径

底径

（高台径）

器高

（現存高）
形態の特徴 ・調整 ．文様 施釉 ・色調・．素地等 備　 考

20 41 SE O4 白磁 小碗 （2．8） （2．7） 高台は細 く、内側の削 りは深 い。高台外面 まで施釉。
素地 は淡灰色で精緻。焼成良好。

透明釉、淡灰色。
伊万里

20 42
SE O4

須恵器 埠 （8．8） （1 ．9）
高台は高く、直立気味°体部と高台内外面 はヨコナデ詞 胎土に1mm前後の砂 を少し含む。焼

中層 整。 成良好。青灰色。

20 43
SE O4

須恵器 埠蓋 （1 ．4）
口緑部内側のかえりは直立 し、 口綾部端より下に出 る。脂土に1－2mmの砂 を含む。焼成良

中層 内外面はヨコナデ調整。 好。黒灰色。

20 44 SE 04 染仲 碗 10．0 （4．0） （4 ．9）
体部は半球体を里 し、高台は細 く、低い。外面に呉項で 素地 は白灰色で精緻。焼成良好。

伊万里
草花文を描 く。 わずかに青みを帯びた半透明釉。

20 45
SE 04

中層
須恵器． 甕 外面に平行叩 き痕。内面は平行の当て具痕がある。

脂土に細かい砂を少 し含む。焼成

やや軟。灰色。

20 46 SE 04 陶器 皿 19 ・2 （10 ．0） 4 ．4
蛇ノ月高台。体部は丸みをもち‾、端部 は内題す る。外面 素地は精緻。焼成良好。黄灰白色

福岡産か
の体部下位 まで施釉。内面見込みは輪状 に釉を掻 き取 る。釉。

20 47
SE 04

上層
染付 皿 14 ・0 （7．0） 2 ．9

断面が三角形の高台で、内外面に施釉。高台畳付のみ削

りとる。内面 には斜格子文を施す。内底にコンニャク版

あ り。

素地は白灰色。焼成良好。わずか

に青みを帯びた半透明釉。
伊万里

20 48
SE O4

中層
陶器 摺鉢 （6 ．1） 口緑部外面 を肥厚 させ、直 言させ る。下 し目は4 本以上。

素地に1～2mmの砂 を少 し含む。焼

成良好。暗灰色一茶灰色。

備前Ⅴ期16

C前

20 49
SE 04

瓦質土器 鉢 60 ．0－ （10．9）
直言気味の口緑部 を肥厚 させ、丸み をもたせる。言縁部 脂土に1～2mmの砂 を多 く含む。焼

第10層 外面 はヨコパケ調整。外 は磨滅 している。 成不良。淡黒灰色～茶褐色。

20 50
SE 04

瓦質土器 湯釜 （7 ．9）
口緑部は直言し、肩部 は耳を貼 り付ける。体部内面 に指 脂土に1～2mmの砂 を少 し含む。焼

中層 頭圧痕がある。耳の孔径 は0．8cm である° 成良好。淡茶褐色。

20 51
S E O4

中層
土製品 鞘羽 田

現存長7．6cm 、径5 ．5cm 、孔径2 ．2cm 。外面に指頭圧痕が

ある。

脂土に砂粒を含む。灰褐色。二次

火を受け、．部分的に褐色を呈する。

焼成良好。

24 78 S E 08 土師器 甕 18 ．8 （6 ．4）

口縁部は外反 し、端部 は薄 くな る。口縁部 と体部の境は

内面 に強い段 をもつ 。外面はタテパケ調整。．口綾部内面

はヨコハヶ調整。体部内面はへラケズリ調整。

脂土に砂を殆 ど含まない。焼成良

好。茶褐色。
50 代

24 79
S E 08 ．

土師器 甕 （13．7）
口縁部は くの字形 に外反し、内面に強い稜 をもつ。体部 胎土に1－3mmの砂を含む。焼成や

50代
第1層 内面 はへラケズ リ調整。言縁部内外面 はナデ調整。 や軟。外面 は褐色、内面は茶褐色。

24 甲0
S E 08

土師器 高塀 （6 ．6）
脚部片で、ラッパ状に広がる。裾部の屈折は強い。内外 胎土は精緻。焼成やや軟。淡茶褐

50 代
第2層 面ナデ調整。 色。

24 81 S E O8 土製品 蛸壷 6・0 8 ．5
内面下部はへラによる掻 き取 りを行う。1 ．4cm X Icm の孔 脂土に1 ～2mmの砂を多 く含む。焼

を1ヶ所 もつ。外から内への穿孔。外面に指圧痕が残 る。成やや軟。淡褐色。

27 101 SK 07 土師器 甕 外面 に格子目叩 き、内面は不整方向のナデ調盤。

胎土に砂 を含み、やや細かい。焼

成良好。外面は茶褐色、内面は暗

褐色。

須恵器の成

形手法

60 代

27 102 SK 07 土師器 甕 外面 はタテ方向の平行叩き、内面 はナデ調整。
胎土に砂 を含み、やや粗い。焼成

やや軟。明茶色。

須恵器の成

形手法

60代

27 103 SK O7 土師器 甑 （17 ．7）

鹿部 は丸底気味で、体部 は直線的に立ち上が る。鹿部 に 胎土に大粒の砂 を含み、やや粗い。

60 代径2cmの穿孔がある。 また、体部上位に把手を付ける。 焼成軟。外面は暗灰色、内面は茶

内面はへラヶズ リ調整、外面はハ ケ調整である。 褐色。

27 105 SK 10 白磁 碗 （4 ．6） （2．3）
高 く細い高台、釉は高台外面まで施し、内底見込みは輪 素地は白灰色で精緻。焼成良好。 中国白磁碗

状に掻 き取る。 青色 を帯びた透明釉。 Ⅴ類

27 106 S K l0 陶器 摺鉢 （13・8） （4．8）
高台は直立 し、内外面に施釉する。内面の下 し目は7本

単位 である。

素地に大粒の砂 を含み、やや粗い。

焼成良好。露胎 は褐茶色で、濃茶

色釉。

江戸時代
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底径

（高台径）

器高

（現存高）
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27 107 S K 12 瓦質土器 足鍋 25 ．0 （10 ．5）
脚を欠 く。目線部は くの字形に外反 し、内面に強い稜を

もつ。 目線端部は肥厚させ、平坦部をつ くる。

胎土に砂を少 し含み、やや細かい。

焼成やや軟。外面は灰茶色、内面

は灰色。

16C 代

27 108 S K 12 瓦質土器 摺鉢 26 ．8 （9．0）

体部は直線的 に開き、目線部内面 を肥厚 させ、平坦部を

つ くる。内外面はナデ調整。内面には11～ 13本の下 し臼

がある。

胎土に砂を多く含み、やや粗い。

焼成良好。淡灰茶色。
16C 代

36 121 S B 0土674 経文土器 甕 突帯文の 目線部で、刻目を施す。内外面磨滅。

胎土に白い砂 を多く含む。焼成良

好。外面は淡茶灰色、内面は暗灰

茶色。

晩期

36 122 S B 03－646 弥生土器 ☆宣E 目線部外面を肥厚させ、緩い段を形成 している°
胎土に白い砂 を多 く含む。焼成良

好。茶褐色。

36 123 S B 03167 弥生土器 一ヨコ． 30．0 （3 ．6）
L 字形の 口緑部で、内側の稜 は丸みをもつ。外面はタテ 胎土に2～3mmの白い砂を含む。焼

廼：
ハヶ調整、内面はナデ調整。 成良好。淡茶褐色。

36 124 S B O5－614 弥隼三土器 甕
鋤形の口緑部で、内側を肥厚 させる。内外面はヨコナデ

調整。
脂土は精緻。焼成良好。茶灰色°

36 125 S B O6－19 須恵器 甕
－ － －

外面は細い平行叩 き。内面は同心円状の当て具痕。 胎土は精緻°焼成良好。青灰色。

36 126 S B 06－107 須恵器 甕 外面は柄子目叩き。内面は青海波の当て具痕。
胎土は精緻。焼成良好。灰色、外

面 はやや暗め。

36 127 S B 06－19 須恵器 甕 外面は浅い格子 目叩き。内面は青海波の 当て具痕。
脂土に砂 を少し含む°焼成良好。

淡灰色。

36 128 S B 08－457 弥生土器 －cb． （5 ．4）
袋状 口緑部片で、開 口部が大きい。内外面はヨコナデ調 胎土に大粒の砂 を含み、粗 い。焼

宜E
整。 成やや軟。明茶褐色°

36 129 S B l0－489 須恵器 甕 外面は格子 目叩き。内面は青海波の当て具痕。
脂土に砂 を含み、精緻。焼成良好。

外面は淡灰茶色、内面は褐茶色。

36 130 S B 12－496 弥生土器 甕 くの字形 口縁部片で、外側が肥厚す る。
胎土 に大粒の砂 を含み、やや粗い。

焼成良好。明茶褐色。

36 131 S B 12－47 土製品 有礼円盤

現存長4 ．3cm 、現存幅3 ．2cm、現存厚0 ．6～0 ．8cm。復原径

は約5・5cm と考えられる。中央が厚 く、端部は徐々に薄 脂土は大粒の砂 を多 く含み、精緻。

くなり、丸みをもたせていることから、容器の蓋 とは考

えられない。孔径0．45－ 0．25。

焼成軟。明茶褐色。

36 132 S B l土608 弥生土器 甕 （2 ・0） くの字形口緑部片で、外側が肥厚す る。

胎土 に大粒の砂を含み、やや粗い。

焼成良好。外面は茶色、内面 は明

茶褐色。

36 133 S B 11－676 弥生土器 甕 22．0 （13．6）

口緑部は くの字状に外反する。脚部上位に三角突帯を貼

り付ける。口緑部端部 と突帯に刻 目を施す。外面の体部 胎土に大粒の砂を多 く含み、粗 い°

下位はタテハヶ調整、上位は ヨコナデ調整。体部の内面

はナデ調整。

焼成軟。暗茶色。

39 141 SD 04 弥生土器 甕 （5 ．4）
くの字形の 口緑部。外面はタテハヶ調整。口緑部 内側は 胎土に1－2mmの砂 を少 し含む。焼

ヨコハケ調整。 成良好。淡褐色。・

39 142 SD 04 土師器 甕 （3 ．6）
くの字形の 口縁部で、内側 に強い稜がある。体部外面は 脂土に1～2mmの砂 を少 し含む°　焼

タテハケ調整、内側はへラケズ リ調整。 成良好。褐色。

39 143
SD 04

北
土師器 甕 （5 ．9） 口綾部は外題する。体部内面 はへラケズ リ調整。

脂土に1～2mmの砂 を多 く含む。焼

成やや不良。明茶褐色。
磨滅

39 144 SD 04 土師器 甕 （10．3）
如意形の口縁部で、休部外面は平行叩き、口縁部はヨコ 脂土に1－2mmの砂 を含む。焼成や 須恵器の調

ナデ調整である。 口緑端部に洗練がある。内面は磨滅。や不良。褐色。 整方法

39 145
SD 04

北
土師器 甕 外面 は格子 目叩き、内面は磨滅。

胎土に1－2mmの砂を少 し含む。焼

成良好。外面は淡明茶褐色、内面

は淡褐色。

須恵器の調

整方法

39 146
SD O4

土師器 高塚 （5 ．0）
杯部片で、鹿部はタテハヶ調整、口緑部はヨコナデ調整 脂土に1mm前後の砂を少 し含む°焼

北 である。 成良好。明茶褐色°
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39 147 S D 04 土師器 高塀 （6．2）
筒部片である。体部中位はふ くらみをもっている。内面 胎土 に1－3mmの砂 を多く含む。焼

磨滅
はへラケズ リ調整。 成やや不良。淡茶褐色。

39 148 S D 04 土師器 高塚 11 ．6 （7．1）
埠部を欠 く。裾部は水平に強 く屈折する。内外面 ヨコナ 胎土 に1－2mmの砂 を少し含む。焼

デ調整。 成良好。明淡茶色。

39 149 S D 04 土師器 坪 11．8 （4 ．6） 体部は半球体を呈 し、 口緑部を小さく外反 させ る。
胎土 に1－2mmの砂 を含む。焼成不

良。淡明茶褐色。

39 150 S D 05 須恵器 埠蓋 （2 ・7）
口縁部内側のかえりは小 さく、断面三角形状を呈する。脂土 に1～2mmの砂 を少し含む。焼

内外面はヨコナデ調整。 成良好。青灰色。

39 151 S D O5 須恵器 坪蓋 14 ・6 3 ．8
天井部は平坦に近 く、擬宝珠形のつ まみが付く。口緑部 脂土 に1－2mmの砂 を少し含む。焼

須恵器生焼

け。つまみ

部径2 ．4cm 。
内側のかえりは小 さい。 成不良。淡茶褐色。

39 152 SD O5 須恵器 甕 8 ・2

くの字形 に外反 した口縁端部をつまみ出す。体部外面は

平行叩き、内面は青海波の当て具痕。口緑部内外面はヨ

コナデ調整。

胎土 に1－3mmの砂 を含む。焼成不

良。 白灰色。

須恵器生焼

け

39 153 SD O5 須恵器 甕 9 ．7 外面は平行叩き、内面 は青海波の当て具痕。
脂土に1－2mmの砂 を含む。焼成不

良。濃灰色。

須恵器生焼

け

39 154 SD 05 土師器 塚 13．5 5 ．3
体部は半球体に近 く、口緑端 を内側に折 り込む。鹿部は 脂土に1－4mmの砂 を含む。焼成や

5 0 中磨滅
へラケズリ調整、内外面 はナデ調整。 や軟。淡明茶褐色。

39 155 SD 05 土師器 確 （6 ．2）
体部は卯形状。口緑部 は小さく外反する。体部内面はタ 胎土に1～3mmの砂 を多 く含む。焼

式 テ方向のヶズ リ、外面 はタテハケ調整。 成良好。淡明茶褐色。

39 156 SD 05 須恵器 甕 （28 ．4） 外面はタテ方向の平行叩き、内面は同心円の当て具痕。
脂土に砂を少し含み、精緻。焼成

良好。小豆色を帯びた暗灰色。

40 157 SD 05 須恵器 横瓶 14 ．6 13．0

口縁部．体部の大部分を欠く。鹿部の貼 り合わせ は外部 脂土に砂を殆ど含まない。焼成良

から押 し当てる。外面 は粗い平行叩きとカキ目、内面は 好。外面は暗青灰色～茶褐色、内

青海波の当て具痕。 面は暗青灰色。

41 159 SD 07 陶器 碗 （4 ．8） （4 ．1）
断面 コの字形の削 り出 し高台。内底 と畳付に目痕。畳仲 素地は淡茶色で、やや粗い。焼戊

初期唐津焼
は釉の掻 き取 り。 良好。淡緑灰色～淡茶灰色。

41 161 SD 09 陶器 摺鉢 （8 ．7）
口縁端部を丸 く肥厚させ る。内外面の釉は薄い。内面の 胎土に1－3mmの砂を少 し含む。焼

唐津焼
下し目は11本単位。内鹿部は使用により磨滅。 成良好。褐色。

41 162 SD 09 瓦質土器 甕 内外面 ともに粗めのハヶ調整。

脂土に砂 を少し含み、やや細かい。

焼成良好。外面は淡灰色、内面は

濃灰色。

41 163
SD lO

上層
弥生土器 器台 11．0 （11．5） 裾部 は強 く開 く。外面はタテハヶ調整。磨滅著 しい。

胎土に1 －3mmの砂を多く含む。焼

成良好。淡灰褐色。

41 164
SD lO

須恵器 埠 11．4 （7 ．0） 4 ．3
断面三角形の高台で、鹿部 と体部の境は丸みをもつ。内 脂土に1 －2mmの砂を多く含む。焼

上層 外面 はヨコナデ調整。 成やや不良。灰色。

41 165
SD 10

須恵器 杯 （7 ．8） （2 ．9）
断面 コの字形の低 い高台。鹿部 と体部の境は強い稜 をも 脂土に1 －2mmの砂を少 し含む。焼

直上 つ。 疲良好。暗青灰色。

41 166
SD l0

土師器 甑
把手で、断面形は楕円形を呈する。 脂土に1 －3mmの砂を含む。焼成や

上層 全長6 ．8cm、幅4．4cm 、厚さ2 ．9cm。 や軟。淡灰褐色。

41 167
SD l0

直上
須恵器 甕 （7．0） 外面 に格子目叩 き、内面に同心円文の当て具痕。

胎土に1 －2mmの砂を少 し含む。焼

成良好。青灰色。

41 168
SD l0

瓦質土器 湯釜 （5．2）
体部 は丸みをもち、中位 に小さな突帯 を貼 り付ける。突 脂土は精緻で、灰褐色。焼成やや

直上 帯下半に花文のスタンプ。 内面はヨコナデ調整。 軟。黒灰色。

41 169
SD 10

直上
染仲 皿 12 ・9 （8 ．6） 4．1

低い高台の内側をさらに円形に削 り込む。体部外面 は唐

草、内面は花文、見込みに花文を描 く。
素地は白灰色。焼成良好。透明釉O

伊万里170

後半

41 170
SD l0

染仲 碗 （5 ・2） 4．3
細 く高い高台か ら、体部 はやや直線的に立 ち上が る。内 ．素地は白灰色でやや粗い°焼成良

伊方一里
上層 底見込みに洗練 1 条。内面 に寿文。 好。わずかに青み を帯びた透明釉。
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41 171
S D 10

漉仲 碗 10 ．8 （3．8） 5 ．5
小さく低い高台。休部は宰球体 を呈す。外面に草花文を 素地は自灰色。焼成やや軟。透明

伊．方．里
在工 施す。 軸。

41 172
S D lO

下層
決仲 碗 －

（4．0） （2 ．7）
高台は細 く言高い°休部は丸みを もつ。外．面に草花文を

配す る。
素地は淡茶色。焼成良好。1：二l色釉。伊万里

41 173
S D lO

染仲 瓶 （5．8） （5 ．1）
断．面三角形の高台で、体部は球体を呈する。党付を除き、素地は淡灰色で精緻。焼成良好。

伊万，県
．上層 外面に施釉。外面に呉須文様。 灰色°

42 174
S D 10

．上層

陶器 碗 9 ．4 （3・6） 5 ．2
鉢形に開く器形で、腰は稜をなす。高台の削 りは深 く、

断面三角形を呈する。釉は、体部外．面下位 まで施す。

素地は1－－1茶色で精緻。焼成良好。

白灰色釉。目線部 には鉄釉を塗布。

露脂部は褐色に発色。

高取系

42 175
S D 10

陶器 碗 9 ．2 （4．2） 5 ．0
胴部は筒形で、腰は中位にある。釉 は患付を除 き、全面

素地 は暗茶褐色で精緻。焼成良好。

下地 には、線味をもった茶灰色。
高取系

下層 に施釉° 内底 ．口緑部外面 は草木灰をかけ

る。

42 176
S D l0

陶器 1m 15．0 （6．4） （3 ．2）
蛇ノ目高台状に、高台内側を円形に削 り込む高台は低 く、素地 は淡茶色で精緻。焼成良好。 伊万里17 0

－上層 口縁部は内題する。釉 は高台外側まで施す。 白灰色釉。 後半

42 177
S D l0

陶器 摺鉢 － － （5 ．3）
口縁部は 2 段に屈折させ、端部内側 に粘土を貼 l月寸けて 素地 は精緻。焼成良好。褐色釉が

紅 土 T 字形をなす。内面の下 し目は 4 本以上の単位である。薄 くかかる、露脂都は茶褐色。

42 178
S D 10

陶器 摺鉢 （4 ．5）
［1線端部を丸 く肥厚させる。内面の下 し日は8 本以上の 素地 に1～2mmの砂 を少 し含む。焼

拍二土 単位である。 成やや軟。明茶褐色釉。

42 179
S D l0

－上層

陶器 摺鉢 （13 ．6） （7 ．8）
外開きの高台は厚い。体部内面は使用 により磨滅 してい

る。下 し目は 6 本以上の単位である。

素地 に1～3mmの砂 を少 し含む。焼

成良好。暗褐色釉。内面は茶色で、

釉は使用により磨滅 している。

42 180
S D 10

一上層

陶器 甕 15 ・2 （9 ．7） 平底で、休部は開 く。内底と外底に輪状の砂 目がある。
素地に1～3mmの砂 を少 し含む。焼

成良好。茶褐色釉。

42 181
S D 10

瓦質土器 足鍋 － （9 ．0）
外反 した口緑部の内側 をつまみ出 している。内面はヨコ 脂土に1～3mmの砂 を含む。焼成良

上層 ハケ調整。 好。暗灰色。

42 182
S D 10

．上層

瓦質土器 瓶 12 ．0 （12．8）
鹿部 は平底。フラスコ状 を呈し、くびれは緩 い。外面に

菊花 ．梅花文、四菱文のスタンプあり。

胎土に1～2mmの砂 を少 し含む。焼

成良好。明茶褐色、内面下部は黒

灰色。

42 183
S D l0

瓦質土器 鍋 （10．5）
丸底で、外面鹿部には粗めのパケ調整。体部上位はナナ 脂土に1－3mmの砂 を少 し含む。焼

直上 メパケ調整、下位はナデ調整、内面はヨコハケ調整。 成やや不良。淡灰色。

43 190 S D 12 弥生土器 甕 8・8 （3 ．6） 上げ底。内外面磨滅。
脂土に砂を多く含み、やや細かい。

焼成良好。淡茶褐色。

43 191
S D 12

土師器 椀 12．4 （7．2） 4 ．8
外開きの細い高台。体部は丸みをもつ。内外面はヨコナ 脂土は精緻。焼成良好。外面は茶

車上 デ調整。 灰色 ．淡茶色、内面 は淡茶色°

43 192 S D 12 瓦質土器 足鍋 （4 ・7）
くの字形口縁部端部を内側に長 くつまみ出す。内外面は

ヨコナデ調整。
胎土は精緻。焼成良好。濃灰色。

43 193 S D 12 土師器 高塀 －
（6 ．7） 脚部片で、筒部は開 く。内外面は磨滅 している。

胎土は精緻。焼成やや軟。明茶褐

色。

44 201 S P403 縄文土器 甕 － （4 ．5） 口緑部外面に突帯貼 り付け。刻 目を施す。外面は条痕。
脂土に砂を含み、精緻。焼成やや

軟。淡黒灰色～淡茶灰色。

44 202 S P539 弥生土器 甕
－

（6 ．0）
鋤形の 口縁部で、口緑部内側に肥厚 させ る。内外面 はヨ 脂土に砂 を含み、精緻。焼成良好。

コナデ調整。 淡茶褐色。

44 203 S P 96 弥生土器 甕 － （5 ．1） 鋤形の 口緑部で、内外面はヨコナデ調整。
胎土に砂 を含み、精緻。焼成良好。

淡茶褐色。

44 204 S P571 弥生土器 甕
－

（4 ．7） 鋤形の 口緑部片で、端部は丸 く仕上げる。
胎土は砂 を含み、やや粗い。焼成

やや軟。茶褐色～暗黒灰色。

44 205 S P 456 弥生土器 甕 － （2 ．4）
逆L 字形口縁部の内側 を肥厚 させる。内外面はヨコナデ

調整。
胎土は粗い。焼成やや軟°茶褐色。

44 206 SP 45 弥生土器 甕 （3 ．3） 逆L 字形口縁部で、内外面はヨコナデ調整。
胎土は砂 を含み、やや粗い。焼成

良好。茶褐色。
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番号

遺物

番号
出土遺構 種類 券種 口径

底径

（高台径）

器高

（現存高）
形態の特徴 ．調整 ．文様 施釉 ．色調 ・素地等 備　 考

44 207 SP 668 弥生土器 甕 （3・8）
くの字形口縁部片で頸部の下位に突帯状の小さな段を形

成。

胎土に大粒の砂 を含み、やや細か

い。焼成良好。淡茶色。

44 208 SP 415 槌文土器 鉢 8 ．0 （2．8） 平底で、端部が強 く外へ張 り出す。内外面はナデ調整。
胎土は粗 い。焼成やや軟。淡茶灰

色。

44 209 SP 557 純文土器 甕 6 ．5 （3 ・25） 上げ底で、厚みがある。内外面はナデ調整。
胎土は粗 い。焼成軟。淡茶褐色～淡

茶灰色°

44 210 S P 66 縄文土器 甕 8 ．5 （3．6）
上げ底で、厚みがある。端部が外へ張 り出す．。外面に指 胎土は粗 い。焼成やや軟。暗茶炉

頭圧痕が残る。 色。

44 211 SP 373 弥生土器 甕 7 ．0 （3 ．3） 平底。内外面 は磨滅。
胎土に砂 を含み、やや糸田かい。焼

成やや軟。淡茶 白色。

44 212 SP 167 弥生土器 甕 7 ．9 （3 ．5） 平底。外面はタテハヶ調整。内面は磨滅一
胎土 に徴砂 を含む。焼成やや軟。

外面は淡茶灰色、内面は黒灰色。

44 213 SP 538 弥生土器 甕
－ 8 ．3 （2 ．3） 平底。外面はタテハヶ調整。 胎土は粗 い。焼成やや軟。

44 214 S P 96 弥生土器 甕 － 8 ．2 （6 ．1） 平底で、外面はタテパケ調整、内面 はヨコナデ調整。
脂土は粗い°焼成やや軟。外面は

淡茶褐色、内面は淡茶灰色。

44 215 S P 97 弥生土器 甕 8 ．2 （7 ．3） 平底で、外面はタテハケ調整。
胎土 は粗い。焼成やや軟。外面は

淡茶褐色、内面は淡茶灰色。

44 216 S P 181 弥生土器 甕 － 9 ．0 （4 ．1）
平底で、外面は粗 いタテハケ調整、内面には指頭圧痕 が 胎土 は粗い。焼成やや軟。外面は

ある。 茶褐色、内面は暗茶灰色。

44 217 S P 637 弥生土器 甕 27．3 （14 ・1）
逆L 字形 口緑部で、脚部上位に断面三角形の突帯を貼 り

付け。外面はタテハケ調整、内面はナデ調整。

胎土に砂を多 く含む。焼成やや軟。

外面 は暗灰茶色、内面は赤みを帯

びた茶灰色。

44 218 S P 637 弥生土器 甕 31．0 （13 ．6）
逆L 字形 口緑部で、端部は丸みをもつ。外面 はタテハケ

調整、内面はナデ調整。

胎土に細かい砂を多 く含む。焼成

やや軟。外面は灰茶色、内面は暗

茶褐色。

44 219 S P 637 弥生土器 甕 29．5 （15．5）

逆L 字形 口緑部で、内側を肥厚させ る。外面 にタテハヶ

調整、内面はヨコナデ調整。口緑部は内外面 ヨコナデ調

整。

胎土に大小の砂を多 く含む。焼成

良好。茶褐色。

44 220 S P 637 弥生土器 蓋 30 ．5 （5 ．0） 開いた口縁端部 はやや肥厚 し、平坦部 を形成する。
胎土は精緻。焼成良好。茶灰色、

内面は茶灰色。

44 221 S P 637 弥生土器 器台 7 ．2 10 ．0 16．0
下端 は大きく、上端 は小さ く開 く。内外面に指頭圧痕が 胎土は精緻。焼成良好。赤みを帯

つ く。ナデ調整。 びた茶灰色。

44 222 S P 637 弥生土器 器台 8 ・1 9 ．7 16．0
下端 は大きく、上端は小さ く開 く。内外面に指頭圧痕が 胎土に細かい砂を少 し含む。焼成

つ く。ナデ調整。 良好。赤みを帯びた茶灰色。

45 223 S P 482 須恵器 高塚 16・0 5 ．6 10．4

塚部体部は外題気味に外反する。脚部は低 く、裾部 は大

きく屈折 し、端部は内題す る°　内外面 はヨコナデ・ナデ

調整である。

胎土は精緻。焼成良好。茶灰色。

45 224 S P 588 須恵器 平瓶 （5 ．2）
扁平球体で、肩部が張る。やや上 げ底である。頸部か ら

肩部外面はカキ目を施す。肩部に浅い洗練が 1 条ある。
胎土は精緻。焼成良好。暗青灰色。

最大胴部径

11．6cm

45 225 S P 462 須恵器 甕 － － － 外面は格子目叩き、内面は平行の当て具痕である。 胎土は精緻。焼成良好。暗茶灰色。

45 226 SP 462 須恵器 甕 外面は格子目叩き、内面は青海波の当て具痕がある。
胎土に砂を含み、精緻。焼成良好。

淡灰色。

45 227 SP 232 土師器 皿 8．8 6 ．8 1．6 糸切 り底。内外面 はヨコナデ調整。
胎土は精緻。焼成やや軟。淡茶褐

色。

45 228 SP 232 土師器 塚 13 ．1 8 ・6 2．8 糸切 り底で、板目痕がある。内外面はヨコナデ調整。 胎土はやや粗 い。焼成やや軟。

45 229 SP 232 土師器 塚 12 ．7 8 ．4 2．5 糸切 り底。内外面 はヨコナデ調整。 胎土は精緻。焼成良好。

45 230 SP 173 土師器 坪 － 8 ．6 （2・5） へラ切 り。内外面 はナデ調整。 胎土は精緻。焼成良好。淡茶褐色。

45 231 SP 618 土師器 鉢 11 ．7 （4 ．95） 体部は丸みをもち、丸底の鹿部 とめ境 に段がある。
胎土に砂 を含み、精緻。焼成良好。

淡茶褐色。
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番り－

遺物

終り・
出 土遺構 楯頼 器楯 田往

底往

（ll．辞 『往）

器高

（現〝高）
形態の特徴 ・調生 ．文様 施釉 ．色調 ・素．地等 備　 考

45 232 S P540 土帥器 鉢 14 ．3 （5 ．8 ） 竹城体を生 し、内外1仙まナデ調整。
胎土に砂 を合み、精緻。焼成やや

軟。淡茶裾色。

45 2：3：3 S 10152 l′l磁 碗
－ （4 ．5）

休部は丸みをもち、目線部は外反す る。厚めの軸 を施す。

内底見込みに沈線 1 条。

＼

素地は精緻。焼成良好言炎線／天色。

1
／

45 2：34 S iO：312 近質 土器 招鉢 919 （2 ．8）
やや 上げ底で、外一面はナデ調整。内側の－下し1．1は4 本．1匹 11品 に砂を含み、精緻。触 戊朗 子。

磨滅署 しい
位である。内底に も下 し日を入れる。 淡茶灰色～淡，黒灰色。

45 2：35 S I07 19 ’1書i磁 碗 6．4 （土7） ．、上底。1軸而のみ施軸。内底と外鹿部に仕痕がある。
素地は精緻。規成軟。外．面は淡茶

1－1色、内面は淡緑尿色。
越州窯系

46 251 i削り包合層 須恵器 坪 （10 ．8） （2 ．0）
コの字形高台は、鹿部 と体部の境 に付 く。内外面はヨコ

ナデ調整。
胎士は精緻。焼成良好。灰色。

46 252 トレンチ 骨磁 碗
－

（7．0） （2 ．8）
低い輪一高台休部外面に縦の沈線がある。全面施釉で、－11と素地 は茶灰色で、精緻。焼成良一好。越州窯系 Ⅰ

付は掻き取る。 暗いオリーブ色釉。 類

46 253 11、地 上出川 上伸器 11，1j坪 （7 ．0）
脚部片。裾部を欠 く。裾部は大 きく開き、内面に強い稜 胎土に砂を少 し含み、やや細かい。

がある。内外，面はナデ調整。 焼成やや軟。明茶褐色。

46 254 トレンチ 上伸器 鮎
－

把手部分で、断面形は不整形を．チニIiする。
胎土に大粒の砂を多く含み、粗 い。

焼成良好。淡茶色。

46 255 44．与色土包倒 尋 上伸器 甑 把手部分で、断面形は不整出形 を．㌔与す る。
胎士に大粒の砂を含み、やや細か

い。淡茶褐色。

46 256 1鉦側包合屑 陶器 招鉢
－

（8 ．1）
rll縁端部を丸 く肥厚させ、外面に段 を付ける。内側の－下素地は淡茶色で砂 を含み、やや粗

L H は 9 本埴位。 い。焼成良好。暗 い小豆色釉。

46 258 遺構面 陶器 描鉢 30．2 16 ・1 11．9
平底で、内巧した上1線部の外面を肥厚させて、平坦面を

形成する。

胎土に大粒の砂を含み、やや粗い。

焼成良好。LI縁部は、小一豆色、休

部は、褐茶色。

備前焼ⅠⅤ類

46 259 遺構面 弥′上土器 甕 （5 ．6） くの字形＝縁部で、端部は丸みをもつ。内外面は磨滅。
胎土に砂を多く含み、やや粗い。

焼成良好。淡茶色。

46 26（0 遺構面 弥／上土器 －1／ 7 ・3 （2 ．4） ．平底で、休部の立 ち上がl）は丸みをもつ。
胎土に大粒の砂を多く含み、やや

粗い。焼成やや軟。明茶褐色。

Tab．5　第74次調査軒平瓦計測表

挿 図1
番 ・り．

遺 物

解 り．
出 土
遺 構

文　 様

計 測 値 （単 位cm ）

色 調 胎　　　 土 焼　　　 成 形態 ・製作 技 法 備　　　 考．土外 線 －下外線
脇 区幅 頸 厚 さ

厚 さ 厚 さ i－高 さ 厚 さ 高 さ

41 160 S D O7 均 整 庸 阜文 5．4 1．0 0 ．5 0 ．5 0 ．6 4・3 1．4 黒 灰 色 精 緻 良 好 ナデ 調整

Tab・6　第74次調査丸瓦計測表
（単位：cm）

挿 図Ⅰ

番 ▼り．

遺 物

番 ．り・
出 土 遺 構

長　 さ 幅
高 さ 弧 深 色 調 胎　 土 焼 成 形 態 ．製 作 技 法 備　　　 考

土綾 部 筒 部 前 端 部 後 端 部

2 0 5 2 S E 014 灰 色 精 緻 ． 良 好
背 部 は ナ デ 調 整 、 谷 部 は

布 目痕
現 存 長 9 ．8 cm 、 現 存 幅 6 ．7c m 、 厚 さ 1 ．7 cm

4 2 18 6 S D 1 0 上層 淡 白 茶 色
1 ～ 2m m の 砂 を

少 し 含 む
良 好

背 部 は ナ デ 調 整 、 谷 部 は

細 か い 布 目痕
現 存 長 9 ・0 cm 、 現 存 幅 7 ．9c m 、 厚 さ 2 ．2 cm

Tab・7　第74次調査平瓦計測表

挿 図1

番 り・

遺 物
番 一号

出 土遺 構
長 さ

（現 存 長）

厚 さ

（現 存厚 ）

幅

前端 部 後 端 部
弧深 色　 調 脂　　　 土 焼 成 形 態 ・製 作技 法 備　 考

15 5 SE 0 1第 5 層 （11．8） 1 ．7 － － －
黒 灰 色 1－2mmの砂 を少 し含 む 良好 ナ デ調 整 現 存幅 20．3cm

42 184 SD l0．上層 （11 ．9） 1 ．9 － － － 灰 色 ～黒 灰色 1～3mmの砂 を少 し含 む 良好 ナ デ調 整 現 存幅 15．9cm

42 185 SD 10．上層 （10 ．8） 1 ．2 － － － 淡 茶 褐 色 1－2mmの砂 を少 し含 む 良好 背部 ・谷部 と もにハ ヶ調 整 現 存幅 10．7cm

Tab．8　第74次調査鉄製品一覧表
（単位：cm）

挿 図1番 一号 遺 物 番 一汁 出 土 遺 構 種　 類 長 （現 存 長 ） 幅 （現 存 幅 ） 厚 （現 存 厚 ） 備　　　　　　　　 考

45 2 3 7 S P 5 3 8 釘 （4 ．5 ） 1 ．0 1 ．0
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Tab・9　第74次調査木製品一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号
出 土 遺 構 種 類 樹 種 長 さ 、 幅 厚 さ 径 木 取 り 備　　　　　　　　 考

1 5 7 S E 0 1 樽 （側 板 ） （1 6 ．3 ） 3 ・4 0 ．3 板 目

1 5 8 S E O l 樽 （側 板 ） 1 6 ．4 2 ・3 0 ・4 板 目

1 5 9 S E 0 1 樽 （側 板 ） 1 6 ・3 3 ・2 0 ．4 板 目

1 5 1 0 S E 0 1 底 板
－ － 0 ．7 5 径 1 2 ．2 cm 板 目

1 5 1 1 S E 0 1 杵 1 6 3 完 成 品

1 5 1 2 S E 0 1 臼 高 さ68 ．3cm
－ － 5 7 ．2 ～ 5 9 台 高 2 4 cm 、 胴 く び れ の 臼 、 台 は 台 形 状 に 開 く

1 8 2 9 S E 0 2 棒 状 製 品 8 ．6 4 ．2 2 ．9 柾 目

1 8 3 0 S E 0 2 紡 錘 車
－ － 0 ．8 径 5 ．3 c m 柾 目

1 8 3 1 S E 0 2 板 状 木 製 品 7 ．6 3 ．7 1 ．5 柾 目

1 8 3 2 S E 0 2 板 状 木 製 品 1 1 ．3 6 ．2 2 ．1 柾 目

1 8 3 3 S E 0 2 板 状 木 製 品 1 4 ・8 2 ．8 0 ．5 柾 目

1 8 3 4 S E 0 2 木 杭 1 4 ．8 2 ．2 2 ．1 芯 持 ち 材

1 8 3 5 S E 0 2 木 杭 （1 6 ．4 ）
－ －

径 2 ・5 c m 芯 持 ち

2 2 5 8 S E 0 4 木 枕 2 3 ．5 4 ・4 3 ．9 5
芯 持 ち －

半 裁 材

2 2 5 9 S E 0 4 木 槌 1 4 ．0 6 ・1 6 ・5 芯 持 ち 材

2 2 6 0 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 6 ・2 2 ．7 5 0 ・4 板 目

2 2 6 1 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 4 ．0 3 ．5 0 ．8 板 目

2 2 6 2 S E O 4 桶 の 底 板 1 1 ．9 2 ．8 0 ．5 5 柾 目

2 3 6 3 S E O 4 樽 （側 板 ） 1 4 ．8 3 ．6 0 ．7 板 目

2 3 6 4 S E O 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．0 3 ．8 0 ・8 板 目

2 3 6 5 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．5 3 ．2 0 ．7 板 目

2 3 6 6 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．8 4 ．2 0 ．8 板 目

2 3 6 7 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 4 ．2 2 ．2 0 ．8 板 目

2 3 6 8 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 0 ．7 2 ．5 0 ．7 5 板 目

2 3 6 9 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 4 ．8 3 ．1 0 ．8 5 板 目 柄 穴 の 切 り込 み が あ る

2 3 7 0 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ・3 2 ．2 0 ．4 板 目

2 3 7 1 S E 0 4 樽 （側 板 ） 牲 4 2 ．2 0 ．4 5 板 目

2 3 7 2 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．0 2 ．2 0 ．4 板 目

2 3 7 3 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．2 2 ・1 0 ・3 5 板 目

2 3 7 4 S E 0 4 樽 （側 板 ）－ 1 5 ．2 2 ．0 0 ．4 板 目

2 3 7 5 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．1 1 ．9 ／ 0 ．4 板 目

2 3 7 6 S E O 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．2 2 ．5 0 ．4 板 目

2 3 7 7 S E 0 4 樽 （側 板 ） 1 5 ．2 1 ．8 0 ・4 板 目 ．
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Tab．10　第74次調査石製品一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号
出 ．土 遺 構 器 種 長 （現 存 長） 帖 （舶 輔 ） 厚 （呪 勅 封 重 畳 （g ） 石 材 特　　　　　　　　 徴

1 5 6 S E 0 1 砥 石 （1 0 ．0 ） （6 ．3 ） （6 ．2 ）
－

砂 岩 淡 灰 線 色
長 方 形 状 の 面 取 り し た 石 材 を 利 用 。 3 両 を 砥

面 。 他 面 は 粗 整 形 。

1 7 2 8 S E O 2 右 倣 2 ．7 （1 ．8 ） （0 ・4 ）
－

サ ヌ カ イ ト 灰 黒 色
片 方 の か え し の 一 部 を 欠 く 。丁 寧 な っ く り。横

長 の 剥 片 を 用 い る 。

1 9 3 6 S E 0 3 石 1－＝Ⅰ（砥 石 ）
1 9 ．0

（復 原 径 ）
（8 ．3 ） 砂 岩 淡 灰 緑 色

茶 土i、 土 日 を 砥 石 に 転 用 。 芯 棒 孔 径 は 2 ．4 c m 、

挽 き 木 孔 の 径 4 ・8 cm 、深 さ 2 ．5 c m 。擦 r） 日 は 砥 石

と し て 利 用 し て い る た め 磨 滅 °上 部 は 、皿 状 に

く ぼ ま せ 、 周 縁 部 は 幅 3 ・7 c m 。

1 9 3 7 S E O 3 石 「＝1
3 6 ．4

（復 原 径 ） －
7 ．1

－
凝 灰 岩 灰 色

現 存 1 ／2 。 粉 挽 き 臼 の 下 臼 で 、 芯 棒 孔 径 2 ．0 c m 。

擦 り 日 は 6 分 割 、 主 溝 6 本 、 副 溝 8 本 。

1 9 3 8 S E O 3
宝 匪 印 塔

（砥 石 ）
9 ．5 2 5 （8 ．1 5 ） － 砂 岩 淡 灰 緑 色

笠 の 部 分 で 、隅 飾 突 起 の －先 端 部 は 欠 失 。露 段 は

6 段 遺 存 し て い る 。 1／4 残 。 分 割 面 の 2 両 を 砥

石 と し て 再 利 用 。

2 0 5 3 S E 0 4
凹 石

（砥 石 ）
（12 ．8 ） （9 ．4 ） （4 ．9 ）

－
砂 岩 暗 灰 色

隅 丸 長 方 形 に 粗 削 り し て 、 4 両 を 敲 打 面 取 り し

て い る 。 A 面 の 中 央 に 凹 み が あ る 。側 面 を 砥 石

と し て 使 用 。

2 0 5 4 S E O 4 砥 石 （1 8 ・6 ） 5 ．9 2 ．4 －
細 粒 砂 岩 黒 灰 色

楕 円 形 の 自 然 石 を 利 用 。 A 面 利 用 。 側 辺 も 研

磨 。 B 面 の 一 部 に も 使 用 痕 あ り 。

2 1 5 5 S E 0 4 板 碑 （1 6 ．0 ） 18 ．6 9 ．4 － 砂 岩 黒 灰 色
二 次 火 を 受 け る 。山 形 の 額 部 の み 遺 存 。 2 条 の

薬 研 彫 り の 溝 が あ る 。 裏 面 に 婁 痕 が 残 る 。

l － l l l l － － 1 －
1 塔 身 の 一 部 。 頭 部 ．基 部 を 欠 く 。 砥 石 に 転 用 1－

2 1

－

5 6

－

S E O 4

－

板 碑 （砥 石 ）

－

（1 6 ・0 ）

－

（1 6 ．0 ）

－

8 ．6

－ i　　　　　　　　　 －

砂 岩 淡 灰 緑 色

l 塔 身 の 一 部 。 頭 部 ．基 部 を 欠 く 。 砥 石 に 転 用 1

し 、 4 両 の 一 部 を 使 用 。 梵 字 は タ ラ － ク （地 蔵

菩 薩 ）を 刻 む 。

2 2 5 7 S E 0 4 砥 石 （3 3 ．4 ） （1 5 ．0 ） （9 ．2 ）
－

砂 岩 淡 茶 灰 色 A 面 と 1 側 面 を 砥 石 と す る 。 A 面 に 整 痕 。

2 4 8 2 S E O 8 第 2 層 砥 石 （9 ．0 ） （2 ．4 ） 1 ・1
－

泥 岩 暗 灰 青 色
一 方 の 小 口 が 幅 広 い 長 方 体 で 、両 小 口 は 面 取 り

整 形 。 A B 両 面 と 両 側 面 を 使 用 。

2 7 1 0 4 S K O 7 砥 石 （6 ．8 ） 7 ．2 （5 ・3 ）
－

砂 岩 暗 灰 色
欠 損 。 上 の 小 口 は 自 然 面 を 残 す 。両 側 面 と A ・

B 両 面 を 砥 面 に 使 用 。

2 8 1 0 9 S K 1 2 板 碑 （2 3 ．2 ） 1 7 ．3 7 ．5 － 砂 岩 黒 灰 色

板 碑 の 基 部 で 、 碑 身 を 欠 く 。 碑 身 の 残 存 長 は 5

c m を 測 る 。両 面 に 粗 い 鞋 痕 が あ る 。二 次 火 を 受
け る 。

2 8 1 1 0 S K 1 2 石 臼
3 3 ．2

（復 原 径 ） －
（7 ．2 ）

－
凝 灰 岩 暗 灰 色

粉 挽 き 臼 の 下 目 現 存 1 ／4 。孔 径 1 ．0 c m 。多 礼 質 の

石 材 。 8 分 割 で 、 擦 目 は 主 溝 8 本 、 副 港 4 本 。

摩 滅 が 著 し い 。

4 0 1 5 8 S D 0 ．5
石 鉄

（未 製 品 ）
2 ．4 （1 ・7 ） 0 ．5 － 黒 曜 石 黒 色

縦 長 の 剥 片 を 用 い る 。 三 角 鉄 に 整 形 す る も の

で 、 粗 い 調 整 で あ る 。

4 3 1 8 7 S D l 0 上 層 砥 石 1 1 ．4 （7 ・5 ） 2 ・6 － 細 粒 砂 岩 黄 灰 色
裏 は 分 離 し て い る 。不 整 の 長 方 形 状 を 呈 し 、両

小 口 と 側 面 の 1 両 、 A 面 を 使 用 。

4 3 1 8 8 S D 1 0 砥 石 8 ．4 （4 ．0 ） 3 ．8
－

砂 岩 灰 色
長 方 形 の 立 方 体 に 面 取 り し 、 1 両 の み 砥 面 と し

て 使 用 。

4 3 1 8 9 S D l 0 直 上 砥 石 6 ．0 （2 ．4 ） （0 ．6 5 ）
－

滑 石 褐 灰 色
一 方 の 側 面 に 切 断 面 が あ る 。A 面 は 研 磨 、研 磨

は A 面 の み で あ る か ら 、 製 品 の 剥 離 片 か 。

4 5 2 3 6 S P 1 5 5 石 鍋
2 0 ・7

（復 原 径 ） －
4 ．5

（現 存 高 ） － 滑 石 灰 黒 色

外 面 の 口 縁 直 下 に 小 さ な 三 角 突 帯 を 作 り、外 面

に は タ テ 長 の ケ ズ リ痕 。 内 面 は 丁 寧 な 仕 上 げ 。

口 緑 部 は 丸 く仕 上 げ る 。 後 に 金 属 の 傷 が あ る 。

4 5 2 3 8 S P 6 18 砥 石 （1 2 ・2 ） （4 ．3 ） （2 ．5 ） －
ヽ

砂 岩 明 淡 茶 白 色

長 方 形 状 を 呈 し 、 両 小 口 は 面 取 り 整 形 し て お

り 、 一 部 研 磨 。 A ・B 面 、 側 面 の 4 両 を 砥 面 と

し て 使 用 。

4 5 2 3 9 S P 6 1 5 磨 石 （高支石 ） 5 ．3 6 ．0 5 ．5 －
玄 武 岩 暗 灰 青 色

や や 角 ぼ っ た 扁 平 球 体 で 、 一 部 に 剥 離 痕 が あ

る 。 高支石 と し て 使 用 後 に 、 擦 石 に 転 用 し た 。

4 5 2 4 0 S B 1 5 －5 1 3 磨 製 石 斧 （7 ．8 ） （6 ．8 ） （2 ．8 ）
－

玄 武 岩 灰 色 破 片 遺 存 部 分 の 表 面 は 研 磨 、 風 化 が 著 し い 。

4 5 2 4 1 S P 5 6 7 石 鉄 2 ．7 5 1 ．9 0 ．5 － サ ヌ カ イ ト 黒 灰 色
先 端 を 少 し 欠 い て い る 。決 り は 深 い た め 、両 方

の か え り が 長 い 。 整 形 痕 は 、 や や 粗 雑 で あ る 。

4 6 2 5 7
黒 色 土 層

（包 含 層 ）
砥 石 （2 7 ．5 ） （9 ．9 ） 3 ・5 － 硬 質 砂 岩 暗 灰 褐 色

扁 平 な 礫 を 利 用 し 、面 取 り を 行 う 。 砥 面 は A ．

B の 2 面 と 1 側 面 を 利 用 す る 。

4 6 2 6 1 遺 構 面
滑 石 製 品

（未 製 品 ）
（1 0 ．5 ） （6 ・5 ） （2 ．2 ） 滑 石 灰 緑 色

暗 青 色 の 縦 縞 が 入 る 。靴 ベ ラ 状 に 粗 割 り さ れ た

石 材 を 、 A ．B 面 と 側 辺 の 一 部 を 粗 く 研 磨 し て

い る 。上 部 の 小 口 の 狭 い 部 分 が 肉 厚 で 、下 位 は
薄 く 仕 上 げ る 。

4 6 2 6 2 不 明 臼 玉
0 ．4 5

（復 原 径 ） － 0 ．2 －
滑 石 灰 色 半 折 損 し て い る 。 孔 径 0 ．1 5 cm 。
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